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学位番号 申請学位 学生氏名 研究課題 論文公開

108 修士(感性学） 二宮　聡
ニノミヤ　サトシ コミュニティにおける「アーティスト」の実践　－福岡のコンテンポラリー・ダンスの事例か

ら－
公開

109 修士(感性学) 佐伯　知香
サエキ　　　チカ

声の印象についての考察 公開

110 修士(感性学) ボウ　ショ 現代手帳に関するデザイン研究 公開

111 修士(感性学) 林　暁東
リン　ギョウトウ

中国におけるスマートフォン市場の研究 非公開

112 修士(感性学） 秋吉　佳那
アキヨシ カナ 地方自治体の「ゆるキャラ」活用に関する研究

 －全国の市が活用する地域アイデンティティ型キャラクターを事例として－
公開

113 修士(芸術工学) 生嶋
イクシマ

　唯行
タダユキ

ハーモニック・クワイヤと残響 公開

114 修士(感性学） 泉　純子
イズミ　ジュンコ 日本の若者たちを駆り立てるK-POPのソフトパワー

　－異文化性、戦略性、文化実践の多様性に着目して－
公開

115 修士(感性学） 井植　覚
イノウエ　サトル 体験をそのまま顕すためのリサーチ体系の研究

 ー実際の場に立ち戻った生の状況を捉えるためにー
公開

116 修士(感性学） 上杉　和大
ウエスギ　　カノオ 「絵本カーニバル」におけるボランティアの起こり

 －｢糸島絵本カーニバル」の実践と観察を通して－
公開

117 修士(感性学） 牛島　悠介
ウシジマ　　ユウスケ

携帯電話メールの顔文字と絵文字による感情伝達効果の研究 公開

118 修士(芸術工学) 内田　翔
ウチダ ショウ 世界記憶遺産の活用についての課題に関する研究

－田川市の事例調査に基づいて－ 非公開

119 修士(感性学） 内野　周一
ウチノ シュウイチ 住民主体のまちづくりの現状と今後の展開

-O市における地域福祉活動の充実に向けて-
非公開

120 修士(感性学） 宇戸　豪
ウト ツヨシ

大学生がスマートフォンカバーに求める感性的傾向に関する研究 公開

121 修士(感性学） 江頭　優佳
エガシラ　　ユウカ

触角刺激およびオノマトペ呈示時の脳波の特徴 非公開

122 修士(芸術工学) 大村　沙耶
オオムラ サヤ

VINTAGEの魅力に関する研究 公開

123 修士(芸術工学) 瓦　勤
ガキン 顧客動線から店舗選択時の感性因子を探る　

 －「ラーメンスタジアム」におけるフィールド調査－
公開

124 修士(芸術工学) 蒲　拓郎
ガマ　　　タクロウ

まちづくり活動の活動指針に関する研究 公開

125 修士(感性学） 川邊　桃子
カワベ モモコ

オフィスにおける社員犬がオフィスワーカーにもたらす癒し効果に関する研究 公開

126 修士(感性学） 祁　月
キ ゲツ 地域関心を促すマネーカードの研究

 －イオンの取り組みを事例として－
公開

127 修士(感性学） 邢
ケイ

　娜
ナ 中国におけるチョコレート購買に関する広告意識の研究

 ～上海市チョコレート市場を中心に～
公開

128 修士(感性学） 近藤　昌史
コンドウ マサシ 若者の地域情報取得を目的とした地域ソーシャル・ メディア構築に関する研究

　－福岡市南区井尻地区をケーススタディとして－
公開
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学位番号 申請学位 学生氏名 研究課題 論文公開

129 修士(感性学） 才塚　優俊
サイツカ　　マサトシ

色の印象評価のための評価システム構築に関する研究 公開

130 修士(芸術工学) 坂口　翠
サカグチ　ミドリ 商品選択における「裏面」の役割・認知と表記がもたらす影響に関する考察

 －化粧品の社会貢献型商品を事例として－
公開

131 修士(感性学） 島田　淳平
シマダ　    ジュンペイ

自治寮文化に対する意識の変化ー寮生活の記述から 公開

132 修士(感性学） 城間　秋乃
シロマ　　　　アキノ 沖縄県北谷町における防災の取り組みに関する研究

 －自主防災組織を切り口に－
公開

133 修士(感性学） 末廣　真木
スエヒロ　マキ ミドル期以降の女性のサクセスフル・エイジング　～日常生活における創作・表現活動

の役割と意義～
非公開

134 修士(感性学） 竹下　晃
タケシタ　アキラ

美的刺激に対する知覚認知時の事象関連電位 非公開

135 修士(感性学） 土橋　綾
ドバシ　　　アヤ 児童虐待死防止に向けたインフォーマル・セクターの役割についての一考察

 ～福岡県内における児童虐待死亡事例等検証報告書と新聞記事から～
非公開

136 修士(芸術工学) 永渕　祐規
ナガフチ　ユウキ 家庭照明と生体リズムの関係

 ～光感受性の違いがメラトニン分泌に及ぼす影響～
公開

137 修士(感性学） 林田　健太
ハヤシダ　　　ケンタ 回復期における入院生活とリハビリテーション効果について

 －夜間の睡眠と日中の活動に注目して－
公開

138 修士(感性学） 東島　裕
ヒガシジマ　ユウ

自動車ドア閉音呈示時の事象関連電位の特徴 非公開

139 修士(感性学） 平井　智應
ヒライ　　　トモタカ 商店街の景観の印象に関する研究

　～熊本県の下通商店街をケーススタディに～
公開

140 修士(芸術工学) 古川　洋
フルカワ　 ヒロシ 大学における学生と教員のかかわり合いをもたらす空間の提案

九州大学大橋キャンパス２号館をケーススタディとして
公開

141 修士(芸術工学) 松本　亮
マツモト　リョウ 空き家情報を提供することを目的としたウェブサイトにおける構成と利用者の評価に関

する研究
公開

142 修士(感性学） 水上　郁太朗
ミズカミ　　　イクタロウ

書籍の販売経路における購買要因、および購買プロセスについての研究 公開

143 修士(感性学） 宮本　怜
ミヤモト　　リョウ

ユーザインタフェース操作時の脳活動に関する研究 公開

144 修士(感性学） 山下　舞
ヤマシタ　　マイ 福岡市における子育て支援の公的情報提供に関する研究

　～利用者にとって活用しやすい情報の提供を目指して～
公開

145 修士(感性学） 吉丸　梓
ヨシマル　アズサ

物語る「場」の魅力・声の魅力 公開

2／2



はじめに 
 筆者は福岡のコンテンポラリー・ダンスの公演やワーク

ショップと言った実践に関わって来た。その実践の中で、

地元で文化芸術活動を行う振付家やダンサー、パフォーマ

ーと言った人々と出会った。一方で全国的に、そして世界

的に活動するアーティストと呼ばれる人々との出会いも

経験する。現場では同じように“アーティスト”と呼ばれ

ているが、周囲の取り扱いなどから、この二つのアーティ

ストについて、その間にギャップがあるように感じられた。

本論ではこのギャップを足がかりに、地元で活動する「ア

ーティスト」の特徴を考察し、今後の地元・福岡での文化

芸術活動とその中での地域のコミュニティにおける「アー

ティスト」のあり方について論じる。 

第１章 アーティストについて 
 筆者が感じたギャップについて、より明らかにするため

に一般に想起されるアーティストについて考える。アーテ

ィストの一つの定義が見られるニューヨーク市の例とし

て「芸術家証明書」や、近年日本でのアーティストという

言葉を現代美術の分野などから検討する。結果、一つの職

業として、経済的な面から捉えられていることがわかる。 

第２章 福岡の実践を取り巻く流れ 
 国レベルでの議論として法整備や文化振興の基本方針

の策定、劇場法（仮称）の制定、芸術文化活動の教育への

援用などから大局的な流れを見る。この流れと関係し、福

岡で起こった実践について事例を説明する。 

 大きな流れと関連が強いと思われる福岡の事例として、

１）コミュニティダンス事業、２）小学校ダンスワークシ

ョップを取り上げる。これらは、より地域へのコミットメ

ントを高くすることや、学校教育の中でコミュニケーショ

ン能力の向上を図ることに芸術表現教育が効果的である

こと、地域の実演芸術家などの芸術の分野に長けた人材の

有効活用といった点で、大局的な流れとの関係を見いだす

ことができる。 

第３章 地元の「アーティスト」へのインタビュー 
 地元の「アーティスト」へのインタビューを行なった。

まず第１章で見たようなアーティストという人物像につ

いてと、事例として取り上げる２つの活動に従事して、ま

た日頃の地元での活動を通して意識される事柄について

聞いた。 

 特徴的な語りとしてアーティストについては心情と絡

められたイメージとして捉えられていること。自然な語り

の中では明確な定義と言ったものは見えづらい。 

 ワークショップと言う実践の場についての語りも特徴

的であった。これは今回の２事例がワークショップという

時間をメインに据え構成上必要欠くべからざるものであ

ったことに起因する。また現時点で福岡でのコンテンポラ

リー・ダンスの分野では、実践の場としてワークショップ

が地元の「アーティスト」と一般の参加者にとって準備さ

れる文化芸術活動の機会でもあるようだ。 

第４章 ワークショップについて 
 地元の「アーティスト」も、その活動に多くの時間や労

力をワークショップ割いている。単純な公演鑑賞とは違っ

て、創造行為に市民が参加することで、アーティストとの

間で深い親交が生まれる。ここに地元の「アーティスト」

が参加することで、その実態がアートなどに日頃馴染みの

ない一般の人々にも把握されやすい。 

 一方でワークショップの限界にも配慮が必要である。

「アーティスト」の活動がワークショップに終始する可能

性もあり、それが「アーティスト」自身にとって、地域の

文化芸術振興にとってどのような位置づけになるかを顧

みる必要がある。 

第５章 総合考察 
 従来的なアーティスト像では、地域でのワークショップ

を志向する、地元の「アーティスト」のあり方を正確に捉

えることは難しい。職業としてアーティストとしてみるの

ではなくコミュニティへの多様な参加の形の一つとして、

日頃の生活を支える職業とは別の参加の形として「アーテ

ィスト」がある、という認識への変化必要である。 

 地元の「アーティスト」の志向はワークショップ周辺に

向いている。それは地元の「アーティスト」たちが、文化

芸術活動、そこに関わるアーティストとの出会いがワーク

ショップの中にあったことに起因する。ワークショップを

構成することや、構成できるアーティストになることを目

指していると見られる。多くのアーティストには創造活動、

表現活動を長く実践し、ワークショップや市民との協働的

なプロジェクトに望む。しかし、文化芸術活動の入り口が

ワークショップであり、その場が一つの形式となった世代

の新しい道程としての試行錯誤が必要となるだろう。 

 

参考文献など 
・塩谷陽子 著「ニューヨーク 芸術家と共存する街」丸善  

・ 文化審議会文化政策部「文化芸術の振興に関する基本

的な方針」 

・平田オリザ 著「芸術立国論」集英社新書  

・中野民夫 著「ワークショップ 新しい学びと創造の場」

岩波新書  

コミュニティにおける「アーティスト」の実践 福岡のコンテンポラリー・ダンスの事例から 
Practices of “Artists” in Local Community- From Examples of Contemporary Dance in Fukuoka - 

2FS10017G 二宮 聡 NINOMIYA Satoshi 



 人と人とのコミュニケーションにおいて、声の印象は重

要であると考える。 

 声には感情がそのまま反映される。 

 相手が見えなくても声の調子だけで、その人が楽しいか、

悲しいか、怒っているか、不安な状態かなどは分かるもの

である。声量、高低、メリハリ、スピードなどの特徴が感

情を伝える。 

 この論文では「声」にのせられる「感情」に注目し、 

実験を主にし、そのための文献調査とヒアリング調査で構

成する。 

伝えたいメッセージとその場に応じた感情情報をあわ

せた発声・発話によって、それぞれの状況（場面）でのコ

ミュニケーションが円滑に進む、という仮説を実証すべく

実験を進める。 

実験の目的は、 

１．感情を込めて発声すると、感情がない場合より気持ち

が伝わることを確認する 

２．どの感情が発話者の気持ちが伝わりやすいかをさぐる 

ことにある。 

音声に含まれる情報には次のようなものがある。 
  言語情報：発話を文字に書きおこして得られる情報 

  パラ言語情報：話者が意図的に表出する情報でありな

がら文字には転写されない情報であ

り話しことばの本質に深く関係して

いる言語外の情報で言語情報の伝達

を助ける情報 

  非言語情報：性別、年齢 

 話し手が聞き手に与える言語情報のうち、イントネーシ 

ョン、リズム、ポーズ、音質といった言語の周辺的側面を

パラ言語という。 

パラ言語（paralanguage）は、ギリシャ語の

「para」（beside を意味する）からの借用語で合成

したジョージ・トレーガーの造語であり、音声的手

掛かりのすべて、声の質（音色）、声の高低、テンポ

（歯切れの間隔）、抑揚、唇のコントロール、話し方

（言いよどみ）、話の間、沈黙、を要素とする。 
音声と感情の研究は少ない。これには理由がある。 
一つは、音声の属性把握の難しさである。表情な

ど視覚的な刺激は写真に撮って詳細な分析ができる。

音声の場合、耳で聞いただけでは、印象をおおざっ

ぱに言葉で表現するしかない。 
 最近の専門家の研究で、音声を数値化したり、ピッチや

フォルマント周波数や音圧や時間経過などをコンピュー

ターで分析したりができるようになったが、まだ一般化さ

れていない。 

 もう一つは、声の調子と関連づけるべき感情自体の心理

学の研究が諸説入り乱れているからである。感情にはどん

な種類のものがあり、どんな特徴をもっているのか、確立

されていない。 

 この論文においては、アメリカの精神行動分析学者ポー

ル・エクマンによる感情分類をもとに実験を行った。感情

は、驚き、恐怖、嫌悪、怒り、幸福、悲しみの 6 種類と

した。 

 実験は次の通り。 

空港の接客現場を想定する。 

「お客様」という同じ言葉を、想定した状況にあった感情

5 種類での発声を聞いてもらい、その印象を評価する。 

5 種類の「お客様」は、A.感情なし B.驚き C.嫌悪 D.

幸福 E.悲しみ で発声される。 

感情についてはエクマンの分類を基にするが、空港の接

客という場面においては、恐怖、怒りでこの言葉を使うこ

とはないため、この２つを除いた４つの感情を検討する。  

具体的には次のような状況を想定した。 

Ａ．感情なしに「お客様」 

Ｂ．もういらっしゃらないと判断し、搭乗手続きを締め 

切った後にみえたお客様に「お客様」（驚き） 

Ｃ．搭乗口で並んでいる列に割り込まれたお客様への呼び

かけとして「お客様」（嫌悪） 

Ｄ．搭乗手続きの際、お誕生日であることが分かったお客 

様に祝福の気持ちを込めて「お客様」（幸福） 

Ｅ．到着時、出発地で預けられたスーツケースの取っ手が

壊れていることを発見しお詫びするときの呼びかけとし

て「お客様」（悲しみ） 

５種類の「お客様」の声の印象を SD 法により測定し分

析を試みた。 

この実験で、因子１「抑制モード（凹性）」、因子２「外

向モード（凸性）」が検出された。 

この実験によって得られた結果 

①「驚き」「幸福」の「外向モード（凸性）」の発声の方が、

「感情なし」「怒り」「悲しみ」の状況における「凹性」の

発声よりもコミュニケーションが取りやすい。 

②「抑制モード（凹性）」の発声やコミュニケーションは、

「外向モード（凸性）」の場合にくらべ、十分な訓練を行

い、気をつけて行う必要がある。 

この２点は、接客の現場に提言することができる。 

接客の場でのコミュニケーション向上の一助としたい。 

声の印象に関する考察  
A Study of Impression of Voice 

2FS10033G 佐伯知香 SAEKI Chika  





１．研究背景 
近年，「ゆるキャラ」を活用する地方自治体が増えてい
る．地方自治体が「ゆるキャラ」を活用する背景には，国
から地方への公共投資の減少により，地方自治体は限られ
た予算の中で自らの資源を有効に活用したまちづくりを
積極的に行わなければならないことに原因がある．さらに，
地域間格差が広がり，過疎化と高齢化が著しく進んでいる
ことから交流人口を増加させる施策も必要になってきた．
この動きと一致して，地域資産を取り入れた「ゆるキャラ」
を制作し，地域活性化の一手段として活用する動きがみら
れるようになった．2006年頃から「ゆるキャラ」ブーム
が到来したことで，「ゆるキャラ」を活用する動きはより
一層加速している．その一方，急激な「ゆるキャラ」の増
加と活用方法が広がったことで，「ゆるキャラ」の出現数
や活用の実態を掴むことが難しくなってきている． 
 「ゆるキャラ」の先行研究においては，織田（2009）
と岩倉（2010）は，「ゆるキャラ」を活用別に分類してい
る．また．織田（2009）が示した地域の個性や存在感を
地域内外に発信する地域アイデンティティ型の「ゆるキャ
ラ」及び，岩倉(2010)が示す地方自治体のイメージキャラ
クターは，地方自治体の「ゆるキャラ」活用の最終形態で
あり，地域活性化に繋がる最も重要な役割を担っていると
している．なお，「ゆるキャラ」の先行研究は質的調査が
多く，量的調査はあまり実施されていない．地方自治体が
活用する「ゆるキャラ」の中には，地方に存在しているも
のの，書籍やインターネットでは情報が得られないものも
存在することから，地方自治体の「ゆるキャラ」の実態を
明らかにするには，エリアごとにヒアリング調査をする必
要がある． 
２．研究目的 
 本研究では，全国の市が活用する地域アイデンティティ
型の「ゆるキャラ」の実態を踏まえて課題を抽出し，今後
の活用指針を提示することを目的とする． 
３．選定条件 
 都道府県全ての「ゆるキャラ」を調査することは，困難
である．地方自治体が活用する「ゆるキャラ」の実態を踏
まえ課題を抽出する第一段階として，多くの「ゆるキャラ」
が活用されている可能性が高い市から地域アイデンティ
ティ型の「ゆるキャラ」を対象に調査を実施した． 
４． 調査内容 
 本研究における調査は，以下の２つから成っている． 
１．「ゆるキャラ」の変遷に関する調査 
文献•インターネットによる調査及び，地方自治体への追
加調査を実施した．（ヒアリング調査：446市） 
２．「ゆるキャラ」の活用方法に関する調査 
インターネットによる量的調査と地方自治体へのヒ

アリング調査（九州地方：４６市）で実施した． 
５．調査結果 
５．１「ゆるキャラ」の変遷に関する調査 
 本調査では，「ゆるキャラ」というカテゴリーの誕生及
びブームによって，全国の市における「ゆるキャラ」の活
用が盛んになったことが明らかとなった．全国の市のおよ
そ半数の 365 市に地域アイデンティティ型の「ゆるキャ

ラ」は440体いる． 
５．２「ゆるキャラ」の活用方法に関する調査 
 本調査では，全国の市における地域アイデンティティ型
の「ゆるキャラ」活用の実態が明らかとなった． 
１．「ゆるキャラ」の特性について 
誕生したときから「地域アイデンティティ型」であるもの
と，別の役割から移行する「役割移行型」，さらに地域ア
イデンティティ型と別の役割を兼任する「役割兼任型」の
３つのタイプに分類できた． 
２．人員体制について 
担当者の不足や．移動により２～３年で体制が変わること
から，以前のように活用ができなくなったなど，次の担当
者への引き継ぎが課題であった． 
３．誕生経緯•現在の目的について 
誕生経緯には，「市制○周年記念」など，市の「節目」が
最も多かった．なお，制作時に設定した目的が曖昧である
ことから，現在の活用目的も曖昧な地域が多かった． 
４．キャラクターデザインの選定について 
「全国公募」が最も多く，プロへの依頼よりも低コストで
あり，多くの応募が期待できるとの回答が多かった． 
５．キャラクターの外形について 
既存のキャラクターとの類似による控訴問題や似通った
キャラクターの存在などの課題がある． 
６．着ぐるみの人員体制について 
市の担当職員が着ぐるみの中に入り，活動をする場合が最
も多かった．休日返上により，体力的に厳しいとの回答も
あった． 
７．情報発信媒体について 
キャラクターの専用ホームページまたは，市のホームペー
ジ上に情報を掲載している市の割合は高かった．それに比
べ，ソーシャルメディアの活用は低い割合であった． 
６．提案する今後の活用指針 
 調査結果に基づいて，全国の市における地域アイデンテ
ィティ型の「ゆるキャラ」の今後の活用指針を提示する． 
１．「ゆるキャラ」には役割を柔軟に変える特性がある．
役割を変更させ人気を確認しながら，様々な場面に活用範
囲を広げ，地域の魅力を発信する１つのカテゴリーとして
継続的に育てていくことができる． 
２．人員体制においては，通常の移動期間より長い期間を
設けるなど，柔軟な体制づくりが求められる． 
３．目的•ゴールの設定においては，担当が変わったあと
も，制作した「ゆるキャラ」が活用されるように明確な数
値目標の積み重ねによる基盤づくりが求められる． 
４．キャラクターデザインの選定方法においては，市民の
認知及び同意を得る工夫をすることが必要である． 
５．キャラクターの外形においては，完成したあとに問題
が浮上しないために，デザインを選定する段階から，既存
の「ゆるキャラ」の外形を確認することが求められる． 
６．着ぐるみの活用体制においては，動きやすい作りと，
人的サポートを強化することが求められる． 
７．情報発信媒体においては，市民と地方自治体，双方向
のコミュニケーションツールとしてさらなる展開が求め
られる． 

地方自治体の「ゆるキャラ」活用に関する調査研究 
-全国の市が活用する地域アイデンティティ型キャラクターを事例として- 
A Research on the Use of the “YURU-CHARA” of  Municipality 
-A Case study on the Regional Identity Type Character of Cities Nationwide- 
2FS11017K 秋吉佳那 AKIYOSHI Kana 
 



【研究背景】 

 ハーモニック・クワイヤは1975 年にデイヴィッド・ハ

イクスによって結成された演奏グループである。倍音唱法

を主たる技法として用いる点に特徴がある。彼らの最初の

CDである『Hearing Solar Winds』は、西洋において、倍

音唱法によるアンサンブルを取り入れた記念碑的な作品

として認知され、倍音唱法を用いた音楽として古典となり

つつある。 

 しかし、ハーモニック・クワイヤの音楽を特徴付けてい

るのは倍音唱法のみではない。重要な要素の一つは残響で

ある。本研究は残響に注目して考察することで、ハーモニ

ック・クワイヤに対する新たな見方を提供するものである

と考える。 

 

【目的】 

 そこで本研究では、ハーモニック・クワイヤの音楽を特

徴付けるもののひとつである残響が、ハーモニック・クワ

イヤにおいてどのような意味をもつものであるか、また残

響という観点からハーモニック・クワイヤの音楽がどのよ

うなものであるか、明らかにすることを目的とする。 

 

【方法】 

 本研究はハイクスへのメール・インタビュー、および

CD を素材とした楽曲分析による実践的な体験に基づく考

察をその方法とする。メール・インタビューは、ハイクス

の主宰するオンライン・セミナーに参加し、その期間中の

2012年10月23日にセミナーの内容に即して質問を行い、

同年10月 25日に回答をもらったものである。この回答か

ら、本論文に関係する残響、合唱、リスニングについての

ハイクスの言葉を抽出し、それを素材として第2章、第3

章において考察に用いた。これらに加えて文献研究によっ

て足りないところを補った。 

 

【構成】 

 第1章では、ハーモニック・クワイヤの成立を含めた概

観を述べる。また、その中心的技法となる倍音唱法の技術

的な側面について論じる。第2章では、残響がハーモニッ

ク・クワイヤの音楽にどのように作用しているか論じる。

そのために、まずハーモニック・クワイヤが実践の場とし

て用いるル・トロネ修道院についての説明を行う。つぎに、

ル・トロネ修道院での演奏が録音されたCDをもとに楽曲

の分析をし、残響の作用を考察する。そしてハーモニッ

ク・クワイヤにおける精神的な側面について、残響と聖性

の関係性を、古代の例と比較して考察する。 第3章では、

残響がリスニングに対してどのように作用しているか論

じる。そのためにまず、ハーモニック・クワイヤにおける

リスニングとは何かを考察する。そののちに、リスニング

に対する残響の作用を考察する。 第4章では、結論を述

べる。  

 

【本論：音源の分析】 

 第2章の前半では、ハーモニック・クワイヤが演奏の場

所として用いているル・トロネ修道院での録音を収めた

CD に基づく楽曲分析を行った。ル・トロネ修道院はコン

サートホールよりも相対的に長い残響時間を有する。分析

の結果、残響が楽曲の構造、テンポ、演奏技法等に直接的

に影響していることが確かめられた。構造の面では、

《Rainbow Voice》のように、残響がフレーズ同士の間隔
を決定する要素になっている。テンポに関しては、音が不

明瞭になってしまわないような速さになっている。演奏技

法としては、《Telescoping》のように、長い残響を活かし
て、各人が、ひと呼吸の長さを単位として異なったタイミ

ングで息継ぎをするという技法が採用されている。それに

よって、豊かな連綿とした響きを生み出している。 

 

【本論：インタビューの結果と考察】 

 第2章の後半では、残響がハーモニック・クワイヤの聖

性にとって、残響が重要な要素の一つである、という主張

を展開した。その根拠は、1)インタビューの結果、ハーモ

ニック・クワイヤにとって残響は、単に音響効果以上のも

のではなく、内的、精神的な面に関わるものだと考えてい

ることがわかったこと、2) 残響のもたらす内的な作用が、

ハーモニック・クワイヤにおける聖性の内容に適合するも

のであること、3)残響と聖性の結びつきが古代においてみ

られること、4)インタビューから、ハイクスは洞窟壁画と

残響の関わりを知ったうえで、自身が洞窟にたびたび訪れ

その音響を体験していることがわかったからである。その

ことから筆者は、ハーモニック・クワイヤの活動には、古

代の人々の感覚に通じるプリミティブな感覚に根ざした

体験的アプローチが含まれているものとして捉えること

ができると考察し、そうした実践における例として

《Harmonic Meditation》を挙げた。 

 第3章においては、ハーモニック・クワイヤの精神修養

的な側面において価値をもつリスニングについて、それが

ハーモニック・クワイヤの「ワンネス」という理想的な状

態を実現するための手段であることを、作曲家ポーリン・

オリヴェロスのリスニングと聴覚の機能をふまえて考察

した。そしてハーモニック・クワイヤにおけるリスニング

を明らかにした後、残響がリスニングにとってどのような

意味をもつか、考察した。インタビューから、ハーモニッ

ク・クワイヤにとって残響が「空間の一部であるという認

識を持つための手段」であることがわかった。聴覚の機能

に根ざしたリスニングは、環境や他者とつながりあうため

のものであり、そのことから残響はリスニングの作用を強

固にするものであるといえる。 

 

【結論】 

 ハーモニック・クワイヤが残響の深い空間において実践

を行うのは、ハイクスが西洋的な音楽家の態度、自我を顕

示するような態度を否定的に考えており、その思考の帰結

としてではないだろうかと推察する。グループ＝共同体と

しての音楽、環境や他者との調和を重んじる音楽を実践す

るために、残響の自我を解体するような作用に可能性をみ

いだしたのだといえる。またハーモニック・クワイヤが理

想と考える「ワンネス」に残響は深く関わっているといえ

る。 

 残響と関わりをもつハーモニック・クワイヤの音楽は、

残響の二つの側面、音を変容させ、意識を変容させる聖性

と結びつく力と、音響効果という歴史の上で分断されてい

った両側面を統合するものであると考えられる。 

ハーモニック・クワイヤと残響  
The Harmonic Choir and Reverberation  

2FS11008E 生嶋唯行 IKUSHIMA Tadayuki  



<目次>	 

はじめに	 

第 1章	 越境する「韓流」	 
第 2章	 日本における「韓流」の受容過程	 
第 3章	 K-POPの社会的・文化的受容構造	 
第 4章	 K-POPソフトパワーのダイナミズム	 
おわりに	 

	 

１．目的・問題意識等	 

	 近年、日本では韓国大衆文化の流入が進み、特にK-POP
は若者の間で熱狂的に受容されている。その一方で、日韓

間では歴史的・政治的問題を巡ってたびたび緊張も生じて

いる。筆者はこのような政治と文化の相反する動きから、

大衆文化には歴史的・政治的な課題を克服する力（ソフト

パワー）があると考えた。そこで、本研究においては日本

の若者のK-POPの受容実態を踏まえ、そのソフトパワー
としての実態解明を試みるとともに、それを通した新たな

韓国理解のあり方を探った。 
２．研究方法	 

	 本研究に関連する文献調査、K-POP関連のイベントに
おける参与観察、若者を中心としたインタビューやアン

ケート調査を実施した。	 

３．論文概要	 

第 1 章では「韓流」文化の越境の様子を概観し、トラ
ンスナショナルな動きの現状とその要因について考察し

た。「韓流」は世界中に越境し、各ローカルな文脈におい

て再構成され、受容されている。こうした文化動態は、一

方向的な文化交通ではなく、多方向化・複雑化しており、

インターネットの普及やメディア技術の発達により強

化・促進されている。また、メディアを通した異文化受容

も常態化し、メディアを活用する若者を中心とした文化固

有の価値を序列を付けずに評価するという傾向も、文化の

トランスナショナルな動きを支えていることを指摘した。 
第 2 章以後は、日本における「韓流」に着目する。日
本の「韓流」を広義の日韓文化交流の歴史の中に位置付け、

日韓の歴史的な経緯から「韓流」の動きを確認した。日韓

の文化交流には、規制される一方で、「非公式」に流入し

受容される、あるいは政府間での文化交流を進めつつ、

一方で文化の流入を禁止するという多層的な文化の流れ

があった。日本での韓国大衆文化の受容は「韓流」以前か

ら存在していたが、広く一般的な知名度を得たのは『冬の

ソナタ』の登場以降であった。また「韓流」が好意的に受

容される反面、「嫌韓流」のように否定的に捉えられてい

ることにも言及し、文化と政治はいまだ分かちがたく結

びついている現状を指摘した。	 

第 3章では、K-POPが日本で受容されている文化的・
社会的な構造を経済的・政策的側面を中心に考察した。

音楽市場全体が縮小傾向にある中、巨大市場を持つ「隣

国」・日本でのK-POPの商業的活動の意義を確認した。
またK-POP受容には日韓の近接した地理的条件と文化的
差異が優位に働いていることや、関連する多様な文化実

践、政府による文化支援政策等が関わっていることにつ

いて指摘した。	 

第 4章では前述した3つの観点からK-POPの受容構造
を考察し、そのダイナミズムや可能性について検討した。

日韓間に存在する歴史的な交流や消費文化の拡大に起因

する文化的同質性、言語や行動様式、生活様式に根強く

残る文化的異質性について確認した。音楽業界による海

外市場を見据えたマーケティング戦略について、フック

ソングと真似したくなるダンス、現地化政策、メディア

戦略の 3 点から考察した。言語の壁を取り払うパフォー
マンスや、ローカルな文脈で受け入れられるように「現地

化」して活動すること、また情報拡散によるK-POP普及
の戦略が確認された。さらに、若者がK-POP受容をきっ
かけに、多様な文化実践を行っている様子を概観した。

若者はダンスコピーやオフ会といった活動を活発に行っ

ているが、こうした活動を支えているのは Twitter や
mixi等の SNSでの交流であり、SNSを利用した人間関
係構築の裏には、日韓の歴史的・政治的な問題や批判か

ら距離をおくという現実的な理由も見出せた。最後に

K-POPの全体像について振り返り、地理的要因や戦略性、
関連する文化実践などが相互に関連し、相乗的・総合的

に作用して日本の若者の積極的K-POP受容へとつながっ
ていることを確認した。また、K-POPソフトパワーとし
ての可能性については、歴史的・政治的な問題に関連す

る否定的な考え方よりも、若者の日常感覚に基づく音楽

それ自体への積極的嗜好が元になっていることを指摘し

た。	 

４．課題と展望	 

	 本研究においてはK-POPを受容する若者、特に女性を
中心とした研究に終始した。しかし、より具体的な文化受

容の実態を探る上では、K-POPを受容する男性や「在日
コリアン」への視点も重要であると考えている。 
５．参考文献 
毛利嘉孝	 2004	 『日式韓流―「冬のソナタ」と日韓大
衆文化の現在―』せりか書房	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ほか	 

日本の若者たちを駆り立てる K-POPのソフトパワー 
―異文化性、戦略性、文化実践の多様性に着目して― 
Soft-Power of K-POP Attracting Japanese Youngsters-Focusing on Cultural Difference, Strategy and Diversity of Cultural Practices- 

2FS11009K	 泉	 純子	 IZUMI Junko 

日本の若者たちを駆り立てる K-POPのソフトパワー 
―異文化性、戦略性、文化実践の多様性に着目して― 
Soft-Power of K-POP Attracting Japanese Youngsters-Focusing on Cultural Difference, Strategy and Diversity of Cultural Practices- 

2FS11009K	 泉	 純子	 IZUMI Junko 



Ⅰ，問題と目的	 

背景と問題意識	 

	 昨今リサーチ方法についてさまざまな研究がなされる一方

で，マニュアル化したリサーチをそれらの必要条件を満たす

ことなく行うことによって，本来導くべきものとは違った結

果を導いてしまっている．リサーチの中でもよく用いられる

「質問→回答」のプロセスを含むものは，回答者が“自分の

過去の体験を合理的な動機をもって思考の過程を回想し，そ

れらを言語によって詳細に伝えることができる”という満た

し得ない前提条件をなおざりにしたまま無理矢理使われてい

る．人間中心設計やおもてなしが叫ばれる中で，より忠実に

生活者を見ていく方法へとシフトする必要がある．	 

目的	 

	 リサーチが対象とする人の日常生活に着目し，その中で行

われている様々な「体験」とはどのようなものであるかを，

脳機能や意識，時間関係などからその関係のあり方を視覚化

する．そして，従来の「質問→回答」のプロセスが内在する

問題点を回避しながら，どのようにリサーチを組み立ててゆ

けば「体験」を捉えることができるのかを考察する．	 

Ⅱ，本論	 

第一章	 体験とはどのようなものであるのか	 

	 体験は，人が行為を行っている時間とその時に置かれてい

る生きた状況をみていく必要がある．Andrew	 Ortony らの研

究を参考に，人間の特性が起因する脳機能による本能・行動・

内省レベルを体験と照らし合わせた．	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 (Fig.001	 意識と‘意識’との時間関係)	 

	 体験と調査との時間関係に着目すれば，質問を受ける際に

は体験は過去のものとなっている(Fig.001)．つまり，本能・

行動レベルの処理は意識下にある理由から過去を振り返る過

程では想起することができないため，実際に回想しているも

のは内省レベルの意識である．本論文中では，体験している

場面にて発生するものが	 (体験する際の)意識であり，調査し

ている場面で発生するものは意識調査などでいう(現在発生

する)‘意識’というように区別した．	 

第二章	 体験をみようとする場合，質問によって何が導

きだされるのか	 

	 「質問→回答」のプロセスにおいて，回答者は過去の記憶

を回想しながら答えねばならない．Fig.002 は回答によって

導きだされると考えられる要素を分類したものである．回答

に際して意識が働く部分は一部であることが分かる．それを

Fig.003，Table001 のようにラベルをつけて整理した．	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 (Fig.002)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (Fig.003)	 

(Table001，体験・語りなどから得られる情報とそのラベル) 

第三章	 リサーチプロセスの組み立て	 

	 まず，どの調査を用いればよいのかを考える際に，「質問

→回答」のプロセスが組み込まれているものが備えている要

素を整理した．それらの要素がFig.003 で A~Hのように分類

した要素のうち，どの部分に当てはまっているのかを分類し

た．また，調査方法ごとにも，それぞれがA~Hのどの要素を

導きだしうるのかも分類した．	 

	 結果，単一の手法では体験を顕しているABCHを直接に捉え

る方法は存在せず，一個人に対して複数の手法を組み合わせ

ることで段階的にみていく必要がある．いきなり直接質問す

ることは本来の体験を破壊し，意識と‘意識’の境界を限り

なく見えにくくしてしまう．そのため，意識を問う前にB，C

や Hをみることができる手法を先に配置し，その後に体験し

た詳細を記述可能であるエピソード記憶に相当する部分を問

うことでAを聞き，その後にラダリングのように‘意識’の

部分について深めることで，非破壊に体験を見ていくことが

可能になるのではないかと考えることができた．	 

Ⅲ，考察	 

	 体験をみるということは Fig.003 で表した ABCH で作ら
れた円を対象にリサーチを行っていくことである．そして，

D，F の部分を体験とは区別し，その体験に関連するその人
の‘意識’というように判別してとらえることが必要である

と考えることができた．そして，それらの要素を見ていくに

は体験を非破壊に見ることができるよう調査を組み立ててい

く必要性をみることができた． 

体験をそのまま顕すためのリサーチ体系の研究 
	 -	 実際の場に立ち戻った生の状況を捉えるために	 - 
A Study of Systematic Research just Represent the Experience  
 - In favor of Grasp Lifelike Circumstances that Return to the Actual Scene - 

2FS10024Y  	 井植 覚	 INOUE Satoru 
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＜背景＞ 

 絵本カーニバルとは2005 年に文部科学省に採択された

中核教育研究拠点プロジェクト「九州大学ユーザーサイエ

ンス機構」の子どもプロジェクトの中心活動として行われ

た研究・実践活動である。2010 年には九州大学と連携し

て東京と福岡に活動拠点を置いた内閣府認証の「特定非営

利活動法人（NPO）絵本カーニバル」として設立され、新

しい活動が始動している。 

 この活動は、日常の場や空間に絵本を展示することによ

って、大人と子どもの絵本のある居場所を作り出しており、

「子どもと大人の共創空間」を目指している。この目的を

達成させるために「しくみ」も「かたち」もあらかじめ決

めることなく、1カ所1カ所最適な形を考えながら毎回新

たに造り出し地域の中で主体的な動きをうみだす必要が

ある。そのために毎回実行委員会形式をとり、議論を重ね

ながら問題意識を共有し、あるべき「かたち」を共に創造

している。 

＜問題と目的＞ 

 ①「共創空間」を具体的な現場での事例から構造的に説

明する。2012 年現在、絵本カーニバルが目指すとされる

「共創空間」について書かれた報告書は発表されているが、

この「共創空間」を具体的な現場での事例から構造的に説

明したものは見受けられない。よって、この「共創空間」

を実際の絵本カーニバルの実践を通して観察し分析する

意義がある。 

 ②現時点での絵本カーニバルの概要を説明する。1997

年から始まった「絵本カーニバル」は主催団体を大きく「子

どもプロジェクト」と「NPO絵本カーニバル」に分けるこ

とができるが、この2者には「絵本カーニバル」の捉え方

に乖離がある。また、現在の「絵本カーニバル」の定義や

構造についてまとめたものは見受けられない。よって、本

研究ではそれぞれの「絵本カーニバル」の捉え方をまとめ、

現時点での「絵本カーニバル」の概要を示す意義がある。

また、絵本カーニバルに関わる関係者へのインタビューを

通して、当事者にとっての絵本カーニバルの捉え方を、そ

の人たちの言葉で説明する。その上で、「共創空間」が生

まれる背景を、１）空間分析、２）関わる人の変化、３）

絵本メディアの役割、という３つの観点より明らかにする。 

＜方法＞ 

 1.文献調査、絵本カーニバルを設える筆者の実践知の整

理。絵本カーニバルの概要の整理。関係者へのインタビュ

ーを通し、現場に関わる人間の絵本カーニバルの捉え方の

分析。 

2.概要をもとに筆者を主催者として福岡県糸島市にて「糸

島絵本カーニバル」を実施。3.実践への参与観察を通して

収集された本研究の課題に関わる深い経験を「エピソー

ド」として抽出。そこに含まれる１）空間変化，２）関わ

る人の変化，３）絵本メディアの特質，の３つの観点から

エピソードの収集・分析。4.エピソード分析結果の理解を

深めるため各エピソードの関係者と絵本カーニバルの創

始者へ固定の質問項目なしの事後インタビュー。5.それら

の結果から絵本カーニバルにおける「共創空間」について

総合的に考察。 

＜絵本カーニバルの概要＞ 

  「絵本展示（絵本の森）」、「オプションコンテンツ」、

「講演、対談」、「プロダクツ」の4つから構成される。そ

のなかで最も「共創空間」と関わりが深いものは「絵本展

示（絵本の森）」である。ここでは国内外、新旧を問わず

選び抜かれたさまざまな絵本を展示什器によってテーマ

ごとに展示し、絵本は手にとって自由に読むことができる。

それぞれのテーマは開催目的やイベント内容、ゲストなど

を考慮して決め、興味を惹くキーワードや作家、著名人の

推薦等で絵本を選書する。絵本は一般的には背表紙を向け

て並べられていることが多いが、ここでは絵本の表紙を正

面として並べてインスタレーションとしても楽しめるよ

う配置する。 

＜結果と考察＞ 

 絵本カーニバルの「共創空間」を１）空間分析、２）関

わる人の変化、３）絵本メディアの役割、の３つの観点か

ら分析した結果、絵本カーニバルには「自ずから発生する

性質」があると推察された。それは、「設えの変更」に焦

点を当てた空間分析では、会場の設えで起こり、人それぞ

れの役割に焦点を当てた２）関わる人の変化では、役割の

中で起こり、「表紙の機能」と「付随する価値」に焦点を

当てた３）絵本メディアの役割では、想像の喚起と破損や

体験にて起こっていた。 

 絵本カーニバルにおける「共創空間」とは、主催者が提

案した場の設えと役割に対し,オーディエンスないしボラ

ンティアが自ら提案し変更を加えていくことである。この

提案は主催者が意図的に促したものではなく、オーディエ

ンスやボランティアスタッフも他者に促された訳ではな

い。これには絵本の表紙の機能や複製物としての特性の影

響が見受けられる。このような提案の行為が自ずと起こる

場が「共創空間」である。 

 

 

「絵本カーニバル」におけるボランティアの起こり 
̶ 「糸島絵本カーニバル」の実践と観察を通して̶  
The feeling of a volunteer happens at “PICTURE BOOK CARNIVAL” 
― Focusing on the practice and the observation at “ITOSHIMA PICTURE BOOK CARNIVAL”― 
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2FS09000A 感性太郎 KANSEI Taro ［名前（ゴシック系 10pt左詰め、学籍番号とローマ字氏名は半角）］ 



	 人々が普段の生活の中で行っているコミュニケーション

には，人が話す言葉やメール，手紙での文章といった言語情

報と顔の表情や身振りなどの非言語情報が含まれている．こ

の非言語情報はコミュニケーションの場において話し手の

感情や印象などを伝える大きな役割を担っている.	 しかし，

電子メールにおいては表情や身振りといった非言語情報が

なく，送り手の意思や感情の情報が伝わりにくいと考えられ

る.電子メールのサービス開始当初は文字や記号しか送受信

できなかったが，顔文字や絵文字の普及により，従来文字し

か送信することができなかった電子メールにおいて，顔文字

や絵文字などの非言語情報で送信者の感情を表現すること

が可能になった．	 

	 顔文字と感情の関係について検討した研究はさまざまあ

るが，顔文字を含む文章と絵文字を含む文章の比較検討につ

いては行われていない．そこで本研究では，非対人型コミュ

ニケーションにおける情報の伝達，特にコミュニケーション

で最も重要である感情の伝達に着目をし，携帯電話メールの

特徴である顔文字と絵文字が感情の伝達にどのような影響

を及ぼすのかを検討した．具体的には顔文字と絵文字それぞ

れの感情の伝達効果を測定し，感情の種類(喜び，悲しみ，

怒り，不安の４感情)による違いや色の効果について検討を

行った．	 

	 実験参加者は学生60名(男性30名，女性30名，平均年齢

22.2±1.8 歳)であり，参加者には自身をメールの受信者で

あると想定してもらい，ランダムに呈示されるメールの文面

(4感情×8種類の合計32種類から黒色の絵文字を2つ除い

た合計30 種類)から伝わる感情の伝達度を10 段階で評価さ

せた．実験にはWEBアンケートを使用した．	 

	 顔文字と絵文字による感情伝達効果について検討するた

め，評定値を従属変数として，性別を参加者間要因，感情4

種類とメールの文面5種類を参加者内要因とする混合要因計

画の3要因分散分析を行った．その結果，メールの文面の主

効果と感情の種類の主効果が共に有意であり，メールの文面

と感情の種類の交互作用が有意であった．	 

	 メールの文面と感情の種類の交互作用について単純主効

果の検定を行った結果，喜びと怒りの2感情にはメールの文

面による有意な効果がみられ，メールの文面の変化が感情の

伝達に影響を与えることがわかった．	 

	 絵文字の色による影響について検討するため，評定値を従

属変数とし，絵文字の種類と色を参加者内要因とする被験者

内要因計画の2要因分散分析を行った結果，喜び，怒り，不

安の3感情において色の有意な主効果がみられた．	 	 

	 実験 1 で想定した感情状態は正の感情(喜び)と負の感情

(悲しみ，怒り，不安)の2カテゴリーに大別され，実験結果

もその2つのカテゴリーで異なっていた．そこで実験2では，

送信者が負の感情にあるときの顔文字と絵文字の付与の意

図と受信者の受け取る意図の相違について実験的に検討し

た．	 

	 実験参加者は学生60名(男性41名，女性19名，平均年齢

23.5±1.7 歳)で送信者想定のアンケート，受信者の受信者

想定のアンケートそれぞれ３０名ずつ回答させた．実験には

記入式アンケートを使用した．送信者想定のアンケートでは

参加者にメールの送信者として負の感情ついて友人(同性)

へメールを送る場合の文面とその理由を回答させた．受信者

想定のアンケートでは参加者にメールの受信者であると想

定させ，顔文字が付与された文面と絵文字が付与された文面

から受け取る意図について回答させた．	 

	 送信者の意図と受信者の受け取る意図の相違をみると，悲

しみの感情については顔文字の付与と絵文字の付与ともに

負の感情を軽減しようという方向で一致していた．また，不

安の感情の顔文字の付与と絵文字の付与，怒りの感情の絵文

字の付与については負の感情を促進しようという方向で一

致していた．しかし，怒りの感情における顔文字の付与につ

いては他と異なり，送信者は軽減方向，受信者は促進方向と

いう回答が多く送信者の意図と受信者の受け取る意図が異

なっている．	 

	 本研究では，携帯電話メールにおいて顔文字と絵文字を付

与することにより感情伝達効果がどのように変化するかを

実験的に検討した．実験１の結果，顔文字の付与に関しては

先行研究[1]同様喜びの感情に促進効果がみられた．絵文字

の付与に関しては，顔文字の付与にはみられなかった怒りの

感情にも促進効果がみられた．この結果は先行研究で述べて

いた，「正の感情では顔文字の付与が感情伝達に影響し，負

の感情では影響しない」という結論には当てはまらず，本研

究で初めて絵文字と顔文字の効果が異なることを示した．ま

た，実験1では色の影響も検討した．その結果，悲しみ以外

の感情で促進性の有意な効果がみられ，絵文字の色による効

果も顔文字と絵文字の伝達効果の違いを生む原因の一つで

はないかと考えられる．	 

	 実験２では負の感情状態での顔文字，絵文字の付与の意図

と受信者の受け取る意図の相違について実験的に検討した．

怒りの感情について実験2の結果と実験１の結果を見てみる

と，怒りの感情における顔文字と絵文字の違いは送信者と受

信者の意図の一致，不一致が原因と考えられる．	 

	 実験1と2を通して，携帯電話メールにおける顔文字と絵

文字の付与は感情の伝達に深い関わりがあることがわかっ

た．顔文字や絵文字の付与は送信者の感情や付与する種類に

よって送信者の感情を伝達しやすくする効果があるが，負の

感情については送信者と受信者の捉え方に相違があり，状況

によっては送信者の意図と受信者の推測がすれ違い，伝達し

にくくさせていることがあるといえる．	 

	 本研究では送信者の想定や感情状態，受信者との関係を絞

り込んで研究を行ったが，これらの条件を広げて研究を行う

ことで，携帯電話メールでのコミュニケーションをさらにス

ムーズにし，非対人型コミュニケーションでの相互理解が深

まっていくことが期待できる．	 

	 

[1]竹原卓真・佐藤直樹“喜びの顔文字による感情伝達の促

進効果”顔学会誌，Vol.4,	 No.1,	 pp.9-16,	 2004	 

携帯電話メールにおける顔文字と絵文字による感情伝達効果の研究 
Effects of emoticons and pictograms on communication of emotional states via emails of mobile phones 

2FS11001W	 牛島悠介	 USHIJIMA Yusuke 



1.研究の背景と目的	 

	 現在、携帯電話は広く普及し、国内普及率が100%を超

えている。また、普及に伴って従来の携帯電話からスマー

トフォンへの移行も進んでいる。スマートフォンへの移行

に伴って、携帯周辺商材という市場が生まれ、この市場は

今後も更に拡大していくとされている。携帯周辺商材にお

いて、最も売れているものは、スマートフォンカバーであ

るという調査結果もある。	 

	 今回、大学生に焦点を当てる。そして、今後更に拡大し

ていくとされているスマートフォンカバーの市場におい

て、何が必要とされていくのか、大学生の視点を中心に調

査・考察していく事を目的とする。	 

	 ここで、研究題目にある「感性的傾向」という表現に触

れておく。私たちは、日常生活において様々な製品を目に

し、それぞれの持つ色や質感、その他様々な要因から製品

の印象を感じ取り、判断を行っている。指向性を形成する

要因としては、いくつもの理由が考えられるが、「格好よ

い」「質がよさそうだ」などといった印象がそのまま嗜好

に結びつく場合もあれば、「何となく好き」「何となく落

ち着く」などのように言葉で説明する事が難しい場合もあ

る。本研究における「感性的傾向」とは、これら双方の嗜

好に結びつく様々な印象・感情と定義し研究を行う。	 

	 

2.研究方法	 

	 本研究は、大学生を対象としたアンケート調査を中心に

研究を行う。本研究において、スマートフォンカバーとは

本体の背面と側面の3面を覆うカバーとする。また、今回

の調査では、iPhone のカバーをサンプルとして使用する。

選定の理由としては、国内市場において、Apple 社が 2011

年度通期のメーカー別出荷台数・シェアで1位を獲得して

いたためである。	 

	 

3.研究の流れ	 

	 本研究は、以下の流れで進めた。	 

◇	 現状調査	 

	 	 • 現在使用している携帯電話について	 

◇	 意識調査①	 

	 	 • スマートフォンカバーのイメージ調査	 

◇	 意識調査②（スマートフォンユーザー対象）	 

	 	 • スマートフォンカバーとの関わり方	 

◇	 嗜好調査（専攻別調査）	 

	 	 • 「色」「素材（質感）」の印象評価	 

	 

4.調査結果	 

	 現在、約8割の学生がスマートフォンを使用し、スマー

トフォンユーザーの8割がカバーを使用しているという

現状が明らかとなった。また、調査全体を通じてスマート

フォンは壊れやすそうであるというイメージが強く現れ

ていた。そのようなイメージを受けてからか、大学生はス

マートフォンカバーを保護具として捉え使用していると

いう傾向が窺えた。	 

	 また今回、専攻による嗜好の差を想定し、専攻別による

嗜好調査を行った。色・素材（質感）の嗜好調査を行った

が、色においては専攻による差が生じなかった。しかし、

男女差が現れ、限られた色の中では男性の色選択の自由度

は女性に比べて低いことが分かった。また、素材（質感）

においては、専攻による嗜好の差が生じ、表面質感の変化

によって嗜好に大きな変化が生まれることも分かった。	 

	 大学生という視点から、スマートフォンカバーの今後を

考えると、本体の保護性・表面の質感というものが重要で

あるということが窺えた。色に関しても、需要のある色を

取り揃えていく事が重要ではあるが、色によって市場や売

れ行きが大きく変化するなどということは、あまり想像が

できなかった。色に関しては、他の要素と合わせて効果を

高めていくことが必要であると考えられる。	 

	 

5.総合考察と展望・課題	 

	 本研究では、スマートフォンカバーに着目し、大学生の

視点で印象や嗜好について調査を行ってきた。今回の調査

によって、大学生のカバー使用における現状や意識、嗜好

や印象というものを探る事ができた。	 

	 また、同じものを持つ人が多いという状況に対して、

「逆に気にならなくなってきた」という意見も現れ始めた。

現在の大学生においては、上記のような思考のギャップが

生まれつつあるという傾向が、今回の調査結果より窺えた。

この理由として、スマートフォンにおいては、中身の機能

そのものが重視され、そこに価値を見出されているのでは

ないかと考えられる。このような考え方や感覚における思

考のギャップが、カバーの在り方や今後の姿を大きく左右

する重要なキーワードであり、今後どのように変化してい

くかに注目すべきである。	 

	 スマートフォンカバーを使用するのは大学生のみでは

ないため、調査対象を更に広げていくことが今後の課題で

ある。調査対象の拡大と比較によって、カバーの市場全体

として、より有益なデータや傾向というものを把握できる

と考えられる。	 

大学生がスマートフォンカバーに求める感性的傾向に関する研究 
The Study of Smartphone Covers Trends in Relation to Kansei in College Students 

2FS11019M	 宇戸豪	 UTO Tsuyoshi 



第１章	 序章	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

1.1	 研究の背景と目的	 

	 近年、消費者の中古品に対する抵抗感が薄れつつあると

いわれる。リユースファッション市場規模は拡大しており、

その背景には、「良いものを安く買いたい」という意識の

高まりや節約志向などがあげられる。しかし一方で、「ヴ

ィンテージ」と呼ばれる、一般的な古着とは異なるファッ

ションアイテムが存在する。	 

	 本研究では、ファッション雑誌の言葉を通してヴィンテ

ージの魅力の基となる価値ワードや価値センテンスを採

集し、分類• 分析することで、ヴィンテージの魅力を明ら

かにすることが目的である。	 

1.2	 研究方法	 

	 本研究では、ヴィンテージに関する一次資料として、雑

誌記事を設定し、その中からヴィンテージの価値の要素と

なる「価値ワード」を採集する。さらに採集した価値ワー

ドを分類• 分析することで、ヴィンテージの価値を明らか

にする。 
第２章	 価値ワード採集	 

2.1	 一次資料の選定方法	 

	 国内最大の雑誌記事検索データベースである大宅壮一

文庫から、「ヴィンテージ」をキーワードに、1990年代か

ら現在までの雑誌記事を検索した。ファッションに関係の

ない記事を除いたところ、約300冊の雑誌を選定すること

ができた。本研究の背景には 90年代の「古着ブーム」が

あり、その中心はワークウエアである。そこで、男性ファ

ッション誌と男性ライフスタイル誌を対象に研究を進め

ていくことにした。	 

2.2	 採集した価値ワード	 

	 雑誌記事から、ヴィンテージの「◯◯だから良い」の◯

◯の部分を価値ワードとして採集した。例えば、「1950年

代頃のオシュコシュのレイルロードジャケット。ブランケ

ットライナーとコーデュロイ襟のもので、程よく色落ちし

た雰囲気も非常に良い」という記事からは、「程よく色落

ちした雰囲気」の部分が価値ワードとして採集される。結

果、男性ファッション誌、男性ライフスタイル誌のうち、

24冊から 356個の価値ワード、価値センテンスを採集で
きた。 
第３章	 価値ワードの分類• 分析	 

3.1 定量的な分類• 分析	 

	 2 章で採集した価値ワード、価値センテンスには複数の

価値基準が混在している。まず、どの価値ワード、価値セ

ンテンスにも共通して記述の多かった、年代別、服の種類

別、ブランド別に分類した。結果、年代は「1950 年代」、

服の種類は「ジーンズ」、ブランドは「リーバイス」が一

番多いキーワードであった。しかし、価値ワードの多い、

少ないというこの定量的な分析結果だけでは、ヴィンテー

ジの魅力を探る上で有効とはいえない。したがって、次に

定性的な分類• 分析を行った。	 

3.2	 定性的な分類• 分析	 

	 採集した価値ワード、価値センテンスを基に、定性的な

分類を行った。価値ワード、価値センテンスが一番強調し

ている魅力の部分を単語として抜き出した。KJ法を用い

て、それらを抽象化しながら、関係性に着目してツリー状

に体系化した。その結果、大きく「探究心」、「希少性」、

「経年変化」、「文化」、「優越感」の５つに分類できた。こ

れらは、ヴィンテージの魅力を語る上での視点となってい

る。結果を基に作成した価値体系は、以下の表2のとおり

である。下位概念になるにつれて、基となっている価値ワ

ード、価値センテンスにより近い具体的な価値になってい

る（図1）。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図1	 ヴィンテージ価値体系	 

第４章	 結論	 

	 本研究で得られた成果は、ヴィンテージとは広くアメリ

カ文化と認識されており、ヴィンテージの魅力は５つの視

点で語られていることを提示できたことである。しかし明

確なヴィンテージの魅力については明らかにできなかっ

た。なぜなら、この視点は、魅力的な部分を語っている言

葉のみを採集した結果であるため、ヴィンテージではない

ファッションとどう異なるのか明らかにするには至らな

かった。今後は、本当にヴィンテージならではの魅力なの

か検証を行う必要がある。比較の対象として、ヴィンテー

ジではない現代ファッションが挙げられるだろう。	 

VINTAGEの魅力に関する研究  
A Study on Fascination of VINTAGE Clothing 

2FS11021G	 大村沙耶	 OMURA Saya  
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１.研究背景	 	 

	 動線とは、建築の内外部において、利用、運用する人や

物品が、時間的経過とともに移動する軌跡、頻度、方向を

表す線のことを指す。設計過程において、建築を構成する

種々の居室や要素を、分類、結合させつつ全体をまとめて

いく基本的な原則となるとともに、設計された建築の使い

やすさを客観的、合理的に評価する場合の判断材料となる。	 	 

	 これまでの動線研究では、効率的な避難法案を目指す緊

急時の人間行動分析、工場生産の効率化を目指す従業員動

線の分析などの目的で研究が行われてきた。そして近年、

動画分析の装置やアプリケーションの普及もあって商業

施設における顧客の移動した経路を分析することによっ

て、店舗レイアウトの設計や店内の販売促進計画を支える

研究も増えている。	 

２.研究目的	 	 

	 商業空間の計画・設計やマーケティングにおいて、施設

利用者の属性や振る舞いなどをモデル化することが急務

となっている。人間行動のモデル化に関しては、都市圏と

いった大きなレベルではハフモデルなど定番と呼べるも

のがすでに存在し、施設への来場者人数予測などに既に利

用されている。しかし、街区や個別の商業空間を対象とし

て、より詳細に人間の行動を観測したり、それに基づいて

モデルを構築していった事例は少ない。	 

	 本研究では商業空間を対象として、より詳細に人間の行

動（動線）を分析することで、店舗選択時の感性因子を抽

出していく新たな方法の開発を行うとともに、顧客動線か

ら店舗選択の感性因子を探る。	 

３.研究内容	 

	 本研究では、「動線調査（動画収録）」「フィールド記帳」

「アンケート調査」の三つを統合して店舗選択の感性因子

を抽出して行く。複数同類店舗が集まった商業空間におけ

る顧客動線に着目し、顧客が店舗選択に到るまでの動線を

収集・分析する。個客のニーズや特性（日本人、韓国人）

に応じて変化する動線を分析することを通し、顧客の無意

識行動に影響する感性的な環境要因を抽出する。店舗選択

に到るまでの顧客動線の意味と特徴を分析することで、店

舗選択時の感性因子を探る。	 

４.実験内容	 

	 場所：８軒のラーメン店が集まる福岡のキャナルシティ

博多の「ラーメンスタジアム」。対象：ラースタに訪れた

日本人顧客（153 名）、韓国人顧客（109 名）。内容：アン

ケート調査（店舗選択の切っ掛けと好みの色）と動線調査

（ラースタのロビーに入って、店舗に入るまでの動線）

（アンケート調査と動線調査を顧客ごとに突き合わせ）。	 

５.実験の結果	 

	 アンケート調査では主成分分析を通じて、日本人顧客の

店舗選択の意思決定に影響する主成分（ライブ情報／二次

情報）と韓国人顧客の店舗選択の意思決定に影響する主成

分（言語情報／非言語情報）を明らかにした。	 

	 動線分析では、店舗選択の為に、顧客が立ち止まった回

数の分布の特徴を用いラーメンスタジアムロビー空間を

三つのエリアに区分した。さらに各エリアごとに分析を行

い、店舗の雰囲気、繁盛、香などのライブ情報が気になる

顧客と看板、ポスターの料理写真など二次情報が気になる

顧客の動線分布と特徴を明らかにした。日本語が読めない

韓国人顧客と日本人顧客の動線分析から、非言語情報と言

語情報によって動線が大きく変化することがわかった。ま

た、初回来街者とリピーターの動線分布比較から、初回来

店客は二次情報にもとづいた店舗選択を行い、リピーター

客はライブ情報にもとづく店舗選択に比率が高まること

がわかった。あわせて、色の好みによる店舗選択の特徴も

明らかにすることができた。	 

	 動線実験の分析結果をまとめると次の表のとおりであ

る。表の横軸が動線の特徴（「立ち止まった回数」「一回立

ち止まりあたりの平均時間」「動線長さの平均値」で縦軸

がアンケート調査における判別項目である。	 

長さ 時間 回数 回数 時間 長さ

33.2 31.5 3.5 ライブ 言語 3.6 43.8 37.7

32.5 37.8 2.6 二次元 非言語 4.0 48.9 38.5

35.8 33.4 4.0 5.3 44.9 38.2

23.8 28.7 2.2 3.2 30.0 31.2

35.0 29.7 3.6 4.1 49.5 38.6

31.7 33.7 2.9 4.3 31.6 35.9

35.3 29.6 3.3 4.8 57.8 39.6

32.1 30.7 3.7 4.1 50.9 37.8

32.1 39.0 2.2 3.8 46.6 37.5

32.3 34.3 3.5 3.3 40.4 39.1

33.0 36.6 2.9 3.6 43.8 37.7

エリア Ⅰ 長さ対比

Ⅱ

Ⅲ

看板

繁盛

雰囲気

男性

女性

韓国人

初回者

料理写真

香

リピーター

日本人

	 
	 

	 

	 結論：アンケート調査と動線分析の組み合わせた方法は

顧客による店舗選択の感性因子を探り出すのに効果的で

あることが判明した。	 

６.今後の研究課題	 

	 アンケート調査と動線分線を組み合わせた今回の方法

を発展させるなめ、聴覚と移動などの要素を加えることで、

より立体的な視点から商業動線の研究を発展させて行く

ことができると考える。今後の研究展開に期待したい。	 

顧客動線から店舗選択時の感性因子を探る  
̶ 「ラーメンスタジアム」におけるフィールド調査̶  

Explore the Kansei factor when selecting the store from the flow line of customer：Field survey in the「Japanese Noodles Stadium」 

2FS11023N	 瓦勤	 WAQIN 



１	 研究の背景・目的	 

	 現在、我が国においては様々なまちづくり活動が行われ

るにようになっている。 
人口減少や限界集落、環境問題など地域が抱える課題は多

岐に及んでおり、これらをまちづくり活動によって解決し

て行こうとする取り組みは全国各地で見られる。さらに、

解決すべき課題が複雑化する中で、活動に参加する者の立

場も住民・行政関係者・NPO関係者・企業など多様化し
ていると言える。 
	 このような状況下において、まちづくりの現場で活動に

取り組む人々が「どのように・どういった意志を持って活

動に取り組むか」という「まちづくりの活動指針」が、ま

ちづくり活動の質を左右する重要な要素になると考える。 
	 そこで本研究では、まちづくりの現場で活動する人々が

どういった活動指針を持ってまちづくり活動に取り組ん

で行くべきかということを、まちづくりの評価事例から明

らかにする。 
２	 事例調査	 

	 まちづくり活動の評価の現状を探るとともに、「活動指

針」の種となる評価ポイントを抽出することを目的として、

総務省の地域づくり総務大臣表彰を事例として、事例調

査を行った。	 

	 まず、まちづくり活動の評価の現状としては、現在のま

ちづくり活動に対する評価は、多様な観点からまちづくり

活動が評価されていることがわかった。それらの複数の観

点を組み合わせて総合的にまちづくり活動を評価してい

る現状が見えてきた。	 

	 また、方法や姿勢に関わる評価が最も多く、それに比べ

活動の目的や内容に関する評価は少なく、どのようにまち

づくり活動に取り組むのかという、活動のプロセスを重視

している傾向が見いだせた。	 

	 次に、「活動指針」のに関するセンテンスとして、全261

センテンスの中から39センテンスを抽出した。	 

３	 「活動指針」提案と検証方法の検討	 

	 	 まず、前章で抽出された「活動指針」の種となるセン

テンスに分割・統合・語句の並べ替えを行い「活動指針」

として 31のセンテンスを提案した。そして、専門家の助

言をもとに「活動指針」の重要度と回答者のソーシャル・

キャピタル熟成度との間に相関関係があるかを分析する

方法をとることにした。	 

４	 アンケート調査	 

	 福岡市NPOボランティア交流センター「あすみん」の
職員、施設利用者の方々61 名と、九州大学の学生とその

家族 18 人との合計 79 名に対してアンケート調査を実施
した。その結果、回答者の社会的参加の度合いや、属性に

関係なくまちづくり活動において一定の評価を得ている

センテンスであると考えられ、「活動指針」として有用な

センテンスである可能性がある「活動指針」として１０セ

ンテンス。さらに、まちづくり活動への参加意欲や意識の

向上につながると考えられ、有用なセンテンスである可能

性がある「活動指針」として３センテンスを「活動指針」

として提示することができた。［表：活動指針の有用性の

まとめ	 参照］ 
５	 研究のまとめ	 

本研究を通し「活動指針」として有用であると考えること

の出来る指針をセンテンス形式で、１３センテンス示すこ

とができた。	 

	 しかし、今回の研究では「活動指針」として１３センテ

ンスを示すことはできたものの、まちづくりの現場で効果

を発揮するかの実証までは踏み込めなかった。まちづくり

活動が多様化している以上、まちづくり活動の中で求めら

れる「活動指針」は、活動の種類により様々であろう。そ

ういった点からも、今後は実際のまちづくり活動をケース

スタディとして、「活動指針」の有用性を証明していくこ

とが課題であるだろう。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ［表：活動指針の有用性のまとめ］ 

まちづくり活動の活動指針に関する研究  
A Study on the Guideline for Activities of Community Building  

2FS11024E	 蒲拓郎	 GAMA Takuro  



 

オフィス環境に

おけるメンタル

ヘルスケア対策

の調査 

アニマルセラピ

ーを中心とした

動物が人間にも

たらす効果に関

する調査 

社員犬制度の 

実態調査 

社員犬がオフィ

スワーカーにも

たらす癒し効果

に関する調査 

ヒアリング調査 
アンケート調査 

１．背景と目的 

 近年，オフィスワーカーを取り巻く環境が変化したこと

により，多くのオフィスワーカーがストレスを抱えている．

対策として，メンタルヘルスケア対策の 1つである社員

犬制度を取り入れる企業が増え始めている．社員犬制度と

は，オフィスワーカーに癒しなどを提供するアニマルセラ

ピーを採り入れた制度である．動物と触れ合うことで人間

は癒しを感じると言われており，社員犬制度を導入するこ

とは，オフィスワーカーのストレス軽減に効果があると考

えられている．  

しかしながら，オフィスにペットをつれてきた際にオフ

ィスワーカーにもたらす効果に関する研究はあるものの，

アニマルセラピーを採り入れた制度である社員犬制度が

オフィスワーカーにもたらす効果に関する研究はほとん

ど見当たらない．本研究では，社員犬にはペットまたはア

ニマルセラピーと同様にオフィスワーカーへの癒し効果

があるのではないかという仮説のもと，社員犬がオフィス

ワーカーにもたらす癒し効果を明らかにすることを目的

とする． 

２．研究方法 

  本研究を進めるにあたり，図１のように調査を行う． 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 1 研究方法 

３．ヒアリング調査 

３．１ 調査目的 

社員犬はペットではなく，アニマルセラピーに適性のあ

る犬が選ばれているのかはわからないものの，癒し効果が

期待されているのは同様である．現在，日本の社員犬につ

いて調査した研究がないことから，日本の社員犬導入の現

状を把握するために，電話またはメールで該当企業へヒア

リング調査を行った． 

３．２ 結果と考察 

ヒアリング調査から，企業は社員犬に社員への癒し効果

（心理的効果）と，社内コミュニケーションの活性化や社

外コミュニケーションの円滑化といった社会的効果を期 

 

待していた．そして，調査対象企業において，①人懐こい，

穏やかなどといった神経質ではない性格である，②しつけ

ができており，問題行動をしない，③健康である，④清潔

な状態を保つことができる，⑤親しみやすい外見である，

の 5つの条件を満たしている犬が社員犬となる傾向であ

ることがわかった．  

４．アンケート調査 

４．１ 調査目的と方法 

ヒアリング調査を行った企業のうち，同条件の企業 3

社に対して，社員犬との触れ合い方に関する質問，社員が

気分転換を行うタイミングに関する質問，社員が社員犬と

触れ合うときの感情に関する尺度 48項目，の 3領域に関

するアンケート調査を行った．社員が社員犬と触れ合うと

きの感情に関する尺度48項目の因子分析の結果は表１の

ようになった． 

表 1 因子分析の結果 

精神的支柱 生産性向上 精神的安定
かけがえのない存在 幸せ いらいらしない
家屋の一員のように思う 満足する 息苦しさがない
心のよりどころ やる気が出る 心を落ち着かせる
宝物のようだ 体が回復する 自分のペースを乱されない

気分向上 親近感 精神的疲労軽減
面白い 人に好かれる たまったものを吐き出せる
テンションが上がる 感情を持っている よけいなことを考えない
笑わせてくれる 人と共存できる 気を遣わなくていい
頭を切り換えられる 人に懐く  

４．２ 結果と考察 

社員犬は「精神的安定因子」「気分向上因子」「親近感因

子」の 3つの因子に強い印象を与える存在であることか

ら，社員犬には“社員の気分を落ち着かせる効果”と“社

員の気分を向上させる効果”をもつ親しみのある存在であ

ると言える．社員犬制度はアニマルセラピーの一種であり，

ドッグセラピーは主に心理的効果があると言われている

が，今回の調査から心理的効果の中でも気分を落ち着かせ

る効果と，向上させる効果の 2つが社員犬にあることが

わかった． 

また，社員犬を精神的なよりどころとする「精神的支柱

因子」や，体や思考をすっきりさせて生産性を上げる「生

産性向上因子」は，オフィスワーカーへの印象にあまり影

響がないという結果となった．  

５．結論 

社員犬制度は，アニマルセラピーを採り入れたメンタル

ヘルスケア対策である．調査の結果から，社員犬と触れ合

うことは精神的なストレスを軽減や気分の向上に効果的

と言え，社員犬はメンタルヘルスケア対策の一環として効

果を発揮する存在となることが示唆された． 

オフィスにおける社員犬がオフィスワーカーにもたらす癒し効果に関する研究 

Study on Healing Effect of Working Dog in Office Having on Coworker 

2FS11022R 川邊桃子 KAWABE Momoko 



地域関心を促すマネーカードの研究 ―イオンの取り組みを事例として― 

Study on Money Card aiming to Encourage Local Interest――Case Study of the Approach of AEON―― 

2FS11025K   祁 月  QI  Yue

1.研究テーマと背景： 

フィリップ・コトラーのマーケティング理論による

と、長年の間にマーケティングは製品中心、消費者志

向、社会貢献を通じた自己実現という三段階の進化を

遂げてきた。マズローの欲求段階説を踏えまると、現

代の消費者は欠乏充足によって得られる「個人の幸せ」

を超えて、他社との共有や社会全体への貢献を通じて

自己価値を実現したいという、高次の欲求（「与える欲

求」）を抱いている。コトラーの言うマーケティング段

階Ⅲは、そうした消費者の変化を反映したものと考え

ることができる。 

2.研究の仮説と方法： 

本研究における研究の流れは以下の通りである。ま

ず始めに、文献レビューと現状分析を行う。文献レビ

ューでは、社会性を取り込んだマーケティング活動の

重要性を指摘し、企業に意識と行動の変革を求めてい

るフィリップ・コトラーの説に依拠しながら、社会貢

献型カードが出現の背景と意義を確認にいった。現状

分析では、日本における電子マネーカードの実態と課

題を把握し、寄付付きカードの意義を明らかにした。 

次に、文献レビューと現状分析を通して課題（研究

目的）を抽出した後に、「コミュニケーションの視点か

らツールを開発、導入することで、顧客の地域関心を

育み、高めることができる」という研究仮説を立てた。

この仮説のもとに、寄付付きカードを対象とし、アン

ケート調査と SD法を用いたカード印象実験を行い、ア

ンケート調査を通して得たデータを単純集計と SPSS

における統計分析を用いて分析した。 

最後に、文献調査とアンケート調査によって明らか

になった結果をもとに、顧客と地域のコミュニケーシ

ョンツールを開発していくにあたっての課題と対策を

考察した。 

3．調査の結果と考察： 

調査結果は以下のよとおりである。①寄付付きカー

ドの地域応援制度に対する顧客の認知度 62.5％は想定

より高いこと。②地域貢献したいとする顧客の比率は

76.6％を占め、地域貢献活動について「もっと知りた

い」が 50％を占めるなど、顧客の地域関心と地域貢献

意欲は高いこと。③しかし、顧客への活動上布発信を

始め、企業対応が不十分であること。④寄付付きカー

ドにおけるカードイメージとそれを通じての地域愛着

という 2つの因子が相互作用していること。⑤3パタ

ーンの寄付付きカードのなかで、イメージ描写型カー

ドによる地域貢献への関連想起が最も効果的であるこ

と。 

4.提言と今後の課題 

今回の研究事例になった寄付付きカードにおいては、

地域関心を段階を追って進化させていくことがこれか

ら重要となっていくと思われる。現在は寄付付きカー

ドを通した社会貢献活動は始ったばかりであり、段階

Ⅰにすぎない。段階Ⅰはカード所有することが切っ掛

けになって、顧客に地域関心を持ってもらうことが目

的となる。しかし、次のステップの段階Ⅱにおいては、

顧客に地域交流イベントに参加してもらうことで、地

域との具体的な交流が進んでいくことが期待される。

段階Ⅲは顧客自ら関心のある地域への提案をはじめと

する顧客の能動的な関わりをサポートしていくことが

重要となろう。 

今後の課題について、地域関心の切っ掛けづくりを

めざす段階Ⅰとイベントへの参加を促す段階Ⅱは企業

から発信し、顧客は受身の立場にとどまり、マズロー

の欲求段階説では、まだ低次の欲求充足段階である。

しかし、段階Ⅰと段階Ⅱを踏まえ、段階Ⅲになると、

顧客は受身ではなく、積極的に自分自身から地域への

関与や提案を行っていくことになろう。その段階で企

業として、どのようなプログラムやサポートメニュー

を提供していけば顧客価値の実現になるか、将来の研

究課題である。 



１序論 

１.１研究の背景と目的 

急速に伸びている中国のチョコレート市場には現在西

洋系チョコレートブランドが 60％以上の市場シェアを持

ち、それに対して中国ブランドがわずか 18％しか占めて

いない。中国ブランドは西洋系ブランドより認知度が低い

なので、広告を用いて中国ブランドのチョコレートの認知

度を向上させ、購買率を伸ばすと考える。そこで、消費者

のチョコレートに関する購買意識とチョコレート製品の

広告印象を明らかにし、今後の中国におけるチョコレート

製品広告の方向性を提示することを目的とする。 

１.２研究の方法 

一般消費者のチョコレート購買に対する意識を知るた

めに、中国のチョコレート市場の現状と中国人の一般消費

者がチョコレート広告に対して持つ意識に関して文献調

査を行う。次に、チョコレートを購入する際に広告がどの

ように印象を与えているかを調べるために、アンケート調

査を行う。調査の結果を踏まえて、広告宣伝の方向性を提

示する。 

 

２中国チョコレート市場の実態 

40〜70 グラムの一人当たり年間消費量は少ないである。

理由の一つは中国でチョコレートは疾病と肥満を誘発す

ると考えられる。もう一つは従来、中国人は西洋人ほど甘

いものを好まない。調査によると、今、チョコレートの消

費者の約 82%は 15歳から 30歳までのグループである。女

性のチョコレート購買率が 65.1％で男性の 34.9％を大き

く上回っている。 

 また、地域により、生活習慣は多様であるため、チョコ

レートの購入は結構地域性がある。上海は全国一位となり、

全国消費量の 18.5％を占めている。 

 上述の理由を基づいて本研究は上海市の 20代女性を考

察対象として選定した。 

３中国の広告市場について 

近年はインターネット、モバイル、フリーマガジンと言

ったニューメディアを使った広告が増加する傾向が見え

る。 

調査による、上海市民は広告に対して最もポジティブな

意識を持っている。２０代女性が買い物の際によく見るメ

ディアは「インターネット」である。インターネットは商

品情報源として影響力が大きくなったことが分かった。そ

こでインターネットを中心とした広告メディア戦略につ

いて調査を進める。  

４上海消費者のチョコレートの購買に関する調査と広告

に対する印象評価  

４．１調査概要 

上海の 20代女性消費者のチョコレートの購買実態とチ

ョコレート広告に関する印象評価をアンケート調査で明

らかにする。 

４．２調査結果 

①消費者がチョコレートの購買において、価格に左右さ

れずに、味によって購買決定に至る。チョコレートの機能

的なベネフィットが求めされていることも分かった。購入

する際にテレビ広告が情報源として想起されることが多

い。しかし、インターネットの口コミなどが大きな影響力

を持っている。 

②ＳＤ法によるチョコレートの広告の印象について因

子を３つ抽出できた。「楽しむ」と名付けた第１因子は「繊

細な」、「穏やかな」、「好きな」、「美味しい」、「派手な」、

「個性的な」、「可愛い」の７つの項目から形成されている。

「親近感」と名付けた第２因子は「明るい」、「暖かい」、

「甘い」、「親しみやすい」の４つの項目から形成されてい

る。「説得力」と名付けた第３因子は「洗練された」、「機

能的な」、「体にいい」の３つの項目から形成されている。 

５結論 

５．１今後のインターネット広告戦略について 

インターネット広告の方向性として、「楽しむ」「親近感」

「説得力」の三つの要素を備えれば、巧く消費者の心を掴

めると考える。 

 「楽しむ」は現代の若い女性が持っている生活態度を表

している。生活を多様な手段で豊かにし、楽しもうとする

若い女性消費者の享受心理を利用して、チョコレートが日

常生活における出番をつくり、楽しむ時な感覚を強調して

巧くチョコレートを売り出すと考える。 

 「親近感」は消費者が親しみのある商品がほしいという

心理を表している。親切感が湧くと、人が思わず商品に手

を伸ばすと考えられる。 

 「説得力」はチョコレートの機能的な効果を望まれてい

ることを表している。従来のチョコレートが持っている体

に悪いという印象を改善し、気分転換、ストレス発散など

機能的なベネフィットを広告の中に訴求することによっ

て消費者の固有観念を変えると考える。 

５．２今後の展望 

  本稿では広告意識と購買に関する意識を議論してき

たが、この両者の関係は議論していない。具体的に広告意

識と購買行動の関係に明らかにしていく必要がある。 

中国におけるチョコレート購買に関する広告意識の研究 
～上海市チョコレート市場を中心に～ 
A Study on the Advertising Awareness of Purchasing Chocolate in China 
～Based on Shanghai Chocolate Market～   
 
2FS11026T 邢 娜 XING  Na 



1. 背景 

現在日本の地域経済は縮小傾向にあり、少子高齢化、

人口減少などの影響から住民間のつながりの希薄化など

の多くの社会課題を抱えている。無縁社会といわれるこの

社会問題は孤独死や自殺、鬱病を招くといわれており、解

決のため多くの自治体で地域コミュニティ再生に関する

様々な取組みが進められている。 

・ソーシャル・キャピタルと市民活動の重要性と課題	 

内閣府の調査によると、地域への貢献意識は高まって

おり、ボランティア活動などの市民活動（地域イベント）

の活性化が、ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）を

培養し、地域活性化に繋がると報告している。 
しかし、NPOやボランティア、地域の活動には「情報

不足」に関する課題が多くある。その上、若い単身世帯の

地域からの孤立化傾向も指摘されており、地域イベントへ

の参加に影響を及ぼしていると考えられる。地域の情報を

得難い若い単身世帯も情報を得ることができる地域情報

メディアが求められているのではないのだろうか。 

・地域ソーシャル・メディアによる市民活動の活性化	 

地域ソーシャル・メディアにはソーシャル・キャピタ

ルを蓄積する効果があり、人々の協調行動を活発にし、地

域社会のインフラとなる可能性があると述べられている。 
また、10代、20代の若年層は、ソーシャル・メディア

の利用率が高い。以上から若者の地域活動の活性化におい

て地域ソーシャル・メディアが有効なのではないかと考え

られる。 

2. 目的 
本研究では「地域ソーシャル・メディアが若者の地域情

報不足の解消につながり、地域活動への参加を促すことで

地域活性化に繋がるのではないか」という仮説をもとに、

対象地域における住民への情報発信の現状と、若者の地域

への意識を調査する。その結果から、今後の地域情報発信

メディアの在り方を考察する。 

3. 若い単身者と地域ソーシャル・キャピタルに 
関する文献調査（第 2章） 

ソーシャル・キャピタルを蓄積できる基盤を作る事が

できたら、そこから生まれる効果により、地域活性化をも

たらしてくれる。それには弱い紐帯を成す橋渡し型ソーシ

ャル・キャピタルを構築することが重要である。現状、地

縁の無い若い単身世帯は、町内会や自治会と言った地縁組

織への加入に関して積極的になれない理由が存在してい

る。人々の地域貢献意識の高まりに反して、地域活動参加

への壁があることがわかった。 

4. 地域ソーシャル・メディアによる 
地域活性化事例の文献調査（第 3章） 

地域ソーシャル・メディアが弱い紐帯を構築し、地域

活性化に繋がる可能性があることを考察した。 

5. 若者のソーシャル・メディア利用に 
関する文献調査（第 4章） 

若者のソーシャル・メディアの利用率は他の世代に比

べ高く、携帯端末による利用が高い。若者への情報発信に

おいて、ソーシャル・メディアが有効であることがいえる。 

6. 対象地の地域イベントと若者の 
地域情報取得に関する現状調査（第 5章） 

・ヒアリング調査 

目的 

現在、対象地区にどのような地域イベントが

存在しているか把握する	 

地域イベントが、住民に向けてどのような情

報発信を行なっているのかを明らかにし、そ

の課題を探る 

・アンケート調査・結果考察 

目的 

若者が地域イベントなどの地域情報をどのよ

うに取得しているかを明らかにする	 

既存ソーシャル・メディアサービスの利用頻

度や興味関心、地域情報の課題なども調査し、

地域ソーシャル・メディア提案の材料とする 

7. 考察・結論（6章） 

地域に住む若い単身世帯の孤立傾向の要因は地縁の無

さに起因しているものではないか。今回の調査で 多くの
若い単身者が近所付き合いに満足していないことが明ら

かになった。若い単身世帯において、ソーシャル・キャピ

タルを培養する上で必要な「信頼」を育み、「規範」を意

識でき、「ネットワーク」を構築する仕組みや機会の必要

性が感じられた。地域ソーシャル・メディアの役割として、

「顔の見える関係」を意識した地域と活動のネットワーク

におけるコーディネート機能が求められる。 
本調査の結果から、若者をターゲットとした地域ソーシ

ャル・メディアに重要な 4要素について以下に示す。 
①	 地域に対して強い愛着を持った人物による運営	 

②	 誰でもアクセスができ、情報発信できる敷居の低さ	 

③	 若者のライフスタイルに合わせた地域情報の充実	 

④	 モバイル端末でアクセスすることを考えた情報媒体	 

若者の地域情報取得を目的とした地域ソーシャル・メディア構築に関する研究 
- 福岡市南区井尻地区をケーススタディとして - 
A Study on Developing Local Social Media for Youth Collecting local information 
- a Case Study in Ijiri, Fukuoka City - 
2FS11027M	 近藤昌史	 KONDO Masashi 



１．背景 

 近年、世の中にはいろいろなデザインの物がある。同じ

品質の物でもデザイン次第で売れ行きが大きく変わる。ま

た、デザインがより優れている方が、商品価値が高く評価

されている。このことから、商品に感性を取り入れること

が重要視されてきている。更に画像に関しては、その模様

や配色によって受ける印象が大きく変わる。例えば和紙や

着物の和柄など独特の模様で、コピー用紙や洋服とはまた

違った印象を受け、前者は和をイメージするだろう。また、

人によってはやわらかい印象や温かみをもつ場合もある。 

 

２． 目的   

 印象の抽出に関して、色や工業製品など、わたしたちの

身の回りにおける色々なものから受ける印象について研

究が進められている。色に関しては、印象評価という方法

で、我々人間の印象や感性といった不確定な要素を分類、

可視化しようとしている。多くの研究は、印象を明らかに

する事が目的であり、その印象を製品に応用する事で、よ

り購買意欲を高める効果を狙う事もある。その場合、印象

評価という手法で、曖昧だった色の印象や感性を数値化す

る事で可視化を図って、製品の製造者の感性により、デザ

インやパッケージが行われる。本研究の目的は、与えたい

印象のデータを抽出するシステムの構築を提案し、検討す

ることである。 

  

３． 研究方法 

 本研究は印象の抽出に関するシステム構築を行う。現在、

使用したい色や材質を選ぶ上で選ぶ方法は、直接欲しい色

を選ぶ。欲しい印象から色を選択することはない。そこで、

SD法(semantic differential scale method)を用いて印

象評価を行い、その結果を分類する。因子分析されたデー

タは３因子以下に纏める事が出来る。そこで各因子を軸に

三軸のグラフを形成する。よって、各サンプルの印象がグ

ラフ上に配置出来る。このグラフを利用して、欲しい印象

のサンプルを探す際に SD法で欲しい印象を探り、欲しい

印象をグラフ上に配置して、絶対値が最も近いサンプルを

提示するシステムの構築を行う。 

 

４．調査 

 本研究の目的であるシステムモデルの提案には色の印

象評価に関するデータが必要である。よって、簡易的な色

の印象評価を行った。印象評価に必要な SD法尺度につい

ては、色に関する先行研究を参考に７段階、１６対の SD

尺度で計測した。次に、サンプルに使用した色は、単色で、

２１色を使用した。本調査に参加した評定者は１８歳～２

５歳の２０名（男性１７名、女性３名）であった。また、

調査は２０１２年１２月～２０１３年１月に実施した。 

 

5.システムモデルの試行 

 システムモデルの試行方法は、調査で得られた色の印象

評価のデータを元に行う。調査でえられた 21色のサンプ

ルの印象評価データに、与えたい印象を仮想の色として印

象評価を行い、21色のサンプルの印象データに加え、22

個の印象のデータとして因子分析を行い、得られた 3因子

を軸にグラフに配置する。グラフに配置されたデータは 3

次元のグラフに配置されているとみなす事が出来る。よっ

て、与えたい印象に最も近いデータは、3次元ベクトルの

2点間の絶対値が最も小さいものであると判断できる。 

 また、与えたい印象のデータは、色のサンプルの印象の

調査に参加した被験者の中から、測定した。 

 

６．考察 

 サンプルの中から近い印象を上手く印象を取り出せる

場合と、そうでない場合が有った。原因は、与えたい印象

のデータとサンプルのデータの尺度のずれが原因と考え

られる。しかし、与えたい印象のデータが、サンプルの平

均値のデータの範囲内であれば、このシステムは有効であ

ることが分かった。つまり、与えたい印象のデータの尺度

の調整を行う事でこのシステムはとても有効であると考

える。 

 

７．今後の展望 

このシステムで、専門の知識が無い人でも欲しいものを選

択出来るようにすることで、壁紙や材質などユーザー自身

の選択が難しかったケースに導入出来、よりユーザーの意

思が反映された製品や物が提供出来るようになるのでは

ないだろうか。近年、携帯電話など、性能が似通った中で、

色やデザインの選択肢でユーザーの購買を促している。ま

た、インターネットで製品を購入する場合、ユーザーに合

わせた製品をカスタマイズ出来たりする。選択肢が増える

だけユーザーには専門の知識が必要とされる場合が多い。 

このように、ユーザーに選択する機会が増える中でユーザ

ーそれぞれに合わせた、より良い選択をしてもらう為にこ

のシステムを活用していきたい。 

色の印象評価のための評価システム構築に関する研究  

Research on the Assessment System Construction for Impression Evaluation of a Color 
 
2FS11028W 才塚 優俊  SAITSUKA Masatoshi 



１．研究背景  

  化粧品市場ではこれまで，訴求や機能のバリエーション

の拡大がユーザーのニーズに対応することで，市場拡大を

続けてきた．しかし，近年，市場成熟から以前の様な伸び

が見られなくなり，国内化粧品総市場は横ばい状態が続い

ている．一方，自然派化粧品は，着実な市場の成長がみら

れており，これは安全・安心指向が高まったこと，環境を

重視したライフスタイルを意識する消費者が増加したこ

と，そして，社会貢献に配慮した消費の高まりといったこ

とによると考えられる．自然派化粧品の裏面にはラベル規

約情報以外の社会的課題への関与を訴えるシンボル・マー

ク・情報が記載されており，化粧品にも社会貢献型商品が

見受けられるようになった．  

  ユーザーは化粧品を購入する際，商品を手に取った瞬間，

情報を瞬間的にキャッチし購買行動を行う．その際に，意

識的に裏面を確認する行動が見受けられ，購買時の情報受

容は表面より裏面を見ている時間が長いという結果があ

る（福田 2006）．また，ユーザーは商品の使用期限を気

にしており，商品によっては裏面に使用期限が記載されて

いるものもあるが，ユーザーにとってマークや情報の認知

が低いと想定される．パッケージデザインにおいてのシン

ボル／マーク／文字／寄付表記といったデザインエレメ

ントは購買決定に影響を及ぼすとされる（王ら 2011／崔

ら 2010／世良 2008）．しかしながら，化粧品の裏面に

関するそれ以上の調査は見当たらず，裏面情報に関する認

知や優位などの調査も見当たらない． 

２．研究目的 

本研究では①化粧品における「裏面」の役割と認知と優先

順位を明らかにし，②化粧品の裏面に見受けられる情報表

記について調査し，③化粧品市場に見受けられる社会貢献

型商品のイメージ評価を行ない，ユーザーの心内の「知識」

や「概念」から商品選択要因を探ることを目的とする． 

３．研究方法 

３.１研究の流れ 

本研究を進めるにあたり⑴化粧品のラベル情報について

の調査（文献調査），⑵化粧品の社会貢献型商品の実態調

査（市場調査／文献調査），⑶裏面情報の認知と優先順位

（アンケート調査），⑷社会貢献型商品の選択要因とイメ

ージ評価（アンケート調査）を行う．  

３.２調査内容 

  本研究における調査はアンケート調査である．アンケー

ト項目は先行研究や事前の調査を元に①質問項目内容は

回答者の化粧品使用に関するユーザーの属性16の項目と，

裏面のマークの認知・役割に関する18の項目②同価格・

同機能の場合の商品ラベル選択および記述に関しては，日

本とカナダに在住のスキンケア化粧品使用者10代~50代

の85名に対して実施した．社会貢献型商品の4つ表記法に

よる選択要因抽出に関しては，日本のスキンケア使用者

55名を対象に実施した． 

４．結果と考察 

４.１分析結果 

社会貢献型商品のイメージの構造を明らかにするために

各4パターン（寄付表記別）の因子分析（プロマックス回

転）した結果，4因子を抽出することができた．因子はそ

れぞれ「社会貢献意欲」「優越感」「高級感」「商品信頼」

と名付けた． 

４.２裏面の情報認知調査 

66％（日本73％，カナダ53％）が新しい化粧品を購入時

に裏面情報を読み，確認事項は，順に①商品情報②価格③

使用方法④成分内容⑤容量⑥注意点⑦使用期限⑧会社名

⑨会社方針であり，特に重要としているものは使用方法・

商品情報・価格であった．裏面のマーク（使用期限／アニ

マルテスト／社会貢献キャンペーン）に関する認知は，使

用期限マーク22％（日本23％，カナダ20％），アニマル

テストマーク34％（日本16％，カナダ67％），社会貢献

キャンペーンマーク51％（日本45％，カナダ63％）であ

った．裏面を確認するタイプは安心・安全といった「商品

信頼」を重視し，そのうち商品を通じて寄付をするタイプ

はブランドといった「優越感」を重視している． 

４.３裏面の情報表記法とラベル選択要因 

同機能・同価格の場合，社会貢献型商品を選択し，ラベル

は社会貢献を文字表記42％，社会貢献キャンペーンマー

ク表記33％，アニマルテストマーク表記13％，社会貢献

情報なし11％という結果であった． 

４.４社会貢献型商品表記のイメージ評価（４因子×年代） 

寄付表記と年代に関する分析では，4パターン（寄付表記）

の中で，41~50歳は「明確な金額／団体の明示なし」に

有意な差がみられた．よって寄付表記は年代に影響すると

いえる． 

５．今後の展望と課題 

  消費者は「安心・安全」を求め，商品判断するために「裏

面」情報を確認しており，裏面デザインも商品開発のうえ

で，重要な対象となり，コミュニケーションの有効なツー

ルとなりうる．裏面ラベルは企業価値を伝える場となり，

今後，「裏面」をデザインやマーケティングの対象として

有効活用していく必要があるといえる． 

 
商品選択における「裏面」の役割・認知と表記がもたらす影響に関する考察 
 
－化粧品の社会貢献型商品を事例としてー 
The Study to Determine Whether Back Side Product Symbols, Labels and Information Influence Consumer to 

Choose certain Products over Others. – The Case Study of Skin Care Products Have Contribute to Society –   
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【問題と目的】 

近年、大学の老朽化によるキャンパス移転や寮自体の老朽

化による建て直しなどを機に、自治寮が廃止され、運営・管

理を民間企業に受託した管理寮が増えてきている。しかし、

自治寮の存在価値は、単に居住空間を提供しているというだ

けではないことにある。筆者が大学入学と同時に入寮した九

州大学田島寮での生活体験は、筆者に自治寮生活の面白さや、

その存在意義を感じさせた。田島寮が単に「住む」「生活す

る」というだけの場所にとどまらない、「文化」を持ってい

ることに関心を持ち、そこで生活することで学生にどのよう

な意識の変化が生まれるのかについて考えるようになった。 

本研究での目的は、内部にいた当事者の視点からでしか明

らかになってこない寮生活の実態というものを追及し、自治

寮で生活することで自治寮に対する意識がどう変化するの

かということを内部者の視点から明らかにすることである。 

【方法】 

本研究の原資料は、田島寮での生活に関する筆者によって

想起された経験である。該当する記述対象期間は、筆者が田

島寮で生活していた2007年4月1日～2009年3月31日であ

る。この間の田島寮での出来事を書き出すという形で、寮生

活が再現され、そこに起きている事象が記述にもたらされた。

具体的には、そこでの体験の記憶から思い出されることを書

き出した後、KJ法による分類を行い、田島寮での生活から見

えてくる寮生の意識の変化を考察するという方法を用いた。 

 本研究で採用した方法を「参与観察法」との比較から説明

する。 

■参加観察法との対照 

参与観察とは、「調べようとする対象である社会や集団の

中に入り込み、対象者と生活と行動を共にし、生の体験を通

した自らの体験を分析や記述の基礎におく調査法である」

（佐藤, 2002）。筆者が本研究の材料とするものは、紛れも

なく「五感を通した自らの体験をもとにした資料」であり、

佐藤の言う「一次（的）資料」としての扱いを成す。ただし、

通常のフィールドワークが、現場での参与から時間を置かな

い段階でそこで経験された事をフィールドノーツに記載す

るのに対し、本研究で採用した方法は体験の発生時とその記

述を行う想起時との間に４～５年が経過しているという長

い間隔がある点で異なっている。 

■現場における筆者の立場 

 本研究において、筆者は「純粋な」参加者として、佐藤の

言う、自分自身も周りも純粋な態度で出来事を経験した「完

全なる参加者」という立場で現場にいたことになる。 

 

■相互主観性を高める手続き 

経験記述が筆者の主観的解釈にならぬよう、その記述に対

する質問を受けながら議論するという方法（debriefing）を

介することで、経験記述の相互主観性を高める手法を取った。 

【結果と考察】 

■分析手順 

田島寮の生活実相を記述するために想起による体験記述

を行い、それらをKJ法（川喜田,1967）を用いて意味抽出し

た後、結果の提示と考察を行った。 

■結果と考察 

 KJ法第一ラウンドでは、出来事記述の分類によって、寮生

活を 8 つの側面から見ることができた。第二ラウンドでは、

寮における日常の出来事をより細かく分析でき、寮生単位で

の「行動」に関する特徴が見えてきた。また、「寮生全般に

見られる行動」と定義した「集団の習性」というキーワード

が浮かび上がって来た。そこで、第三ラウンドでは、「集団

の習性」について分析したところ、そのパターンは4つに分

類でき、その4つのパターンから寮生の意識変化について考

察し、筆者が「文化がある」と捉える根拠とする寮全体から

感じ取れる空気の中に入って行く寮生が、そこでどのように

意識を変化させていくかということを読みとった。 

【総合考察】 

 筆者が寮に対して感じている「寮に文化があるとはどうい

うことか」ということに対する考察から、そこで変化してい

く寮生の意識というものを読み取った。つまり、寮全体から

感じ取れる「すでに作られている空気」の中に入って行く者

が、そこで「集団の習性」を学び、さらに「ここでしかでき

ない、今しかできない体験である」という気付きや、自分が

寮生であるということを自己認識していく中で、それまで寮

文化に対して「外部者」だった立場から、文化を作って行く

「内部者」へと変わっていくと結論付けることができた。 
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1．背景 

 2011年3月11日に発生した東日本大震災から１年余り

経過した。全国において、地域における自主的な防災活動

の重要性が改めて認識されている。 

 地域防災の担い手のひとつに自主防災組織がある。災害

対策基本法に規定される組織で、平常時には防災訓練の実

施など、災害時には避難誘導等が役割として求められてい

る。近年、自主防災組織の結成促進や活動活性化への取り

組みが全国各地で進んでおり、自主防災組織の組織カバー

率の全国平均は2012年現在77.4％である。全国では高い

組織カバー率となっている自主防災組織だが、沖縄県のそ

れは全国平均を大きく下回る8.9％である。 

 

2.研究の目的 

①沖縄県北谷町における防災意識や取り組みの調査を行

い、その特徴と課題を明らかにすること 

②北谷町における自主防災組織を調査し、その課題を明ら

かにすること 

③自主防災組織の役割に着目し、自主防災組織に限らず、

地域防災に寄与している、あるいは寄与する可能性のある

地域コミュニティ活動を明らかにすること  

 

3.研究の方法 

文献調査および現地調査を行った。 

現地調査は予備調査(7月)と本調査(12月)を実施し、自治

体の防災担当者、複数の自治会の自治会長、学校関係者、

民生委員などを対象に、半構造的なインタビューを行った。 

 

4．論文概要 

 １章で論文の背景や方法を記した後に、２章以降で沖縄

県そして沖縄県北谷町における防災意識や取り組みを記

載した。課題として、防災意識の低さ、地域と学校との連

携が無いことなどを明らかにした。 

 ５章では、自主防災組織の課題を整理している。「沖縄

県地域防災計画」における自治会・自主防災組織の役割を

基準として評価を行った結果、複数項目において×印がつ

いた。このことから、地域防災の担い手として果たすべき

多くの項目が満たされていない現状が分かった。 

 次に、本論中で抽出した地域コミュニティ活動で地域防

災に寄与しているあるいは寄与する可能性の検討を行っ

た。代替機能と補完機能２つのパターンで検証している。 

 代替機能とは、自主防災組織の代わりとなりうる可能性

を持った役割のことを指す。３項目で、代替機能としての

可能性が見出された。ミニデイ運営サークルが災害時要援

護者である高齢者の把握が出来ていた。また、学校行事の

ひとつである子どもフェスタは、避難訓練など防災の要素

を組み入れることで学校と地域とが連携した防災の取り

組みが行える可能性があると考えた。今回、外国人向け住

宅が多く建ち並ぶ一角にあるカフェも代替機能の候補に

挙がった。平日午前中は来客者の多くが外国人である。子

どもを学校のスクールバスまで見送った母親らが朝食を

とり情報交換の場となっていたことから、例えば自治体な

どと連携をとるなどで災害時要援護者の把握につながる

と考えた。 

 補完機能とは、自主防災組織の活動の支援や、自主防災

組織では補うことの出来ない地域の課題を解決する可能

性を持っているなど、総じて自主防災組織の補完的立ち位

置にある、またはなりうる役割のことを指す。開かれた地

域行事、学校行事などにおいて、補完機能の検討が図られ

た。 

 最後に、学校やコミュニティメディアの特徴から、これ

らと防災とのつながりを検討した。ヒアリングを行った小

学校では地域と学校との関わりがある防災活動が行われ

ていなかった。しかし、学校は、被災時における避難場所、

防災教育・訓練の拠点となることが先行研究で明らかとな

っている。 

 facebook やコミュニティFMを活用し、若者や災害時要

援護者である外国人とともに暮らし、防災に取り組む方法

の検討を行った。沖縄県は、facebook 登録件数都道府県

別人口比ランキングで全国２位となっている。地域課題と

して「地域の活動への参加が限定的である」「若者の参加

がみられない」などが挙げられていたが、既存の媒体に若

者を取り込む可能性がある。今回、神戸市のFMわいわい

を事例として扱い、北谷町への応用を考えた。多くの外国

人居住者が共に住まうという点で神戸市長田区と北谷町

とでは共通項があり、北谷町の先行事例となると言える。 

 

６．まとめ 

 自主防災組織の組織カバー率が低い沖縄において、防災

とのつながりがないと思われるまた思われがちな地域コ

ミュニティ活動にも防災に取り組む可能性があることを

明らかにすることが出来た。今後の展望を示す程度にとど

まってしまった部分が多かったことが本論文に残された

課題の１つである。しかし、「自主防災組織の結成」など

に縛られることなく地域に即した地域防災の取り組みを

検討・実践するための一考察になったと考える。 

沖縄県北谷町における防災の取り組みに関する研究—自主防災組織を切り口にー 
A Study of the Disaster Measures in Chatan,Okinawa  

:Focusing on the Voluntary Organization for Disaster Prevention 

2FS11030R 城間秋乃 SHIROMA  Akino  



1.はじめに 

 人工照明の普及により人々は夜間にも活動が出来るよ

うになった。さらに現代社会では科学技術の進歩により

24 時間型の社会が発達し、同時に人々の生活の夜型化が

進んでいる。24 時間型社会の発達は人々の生活を便利な

ものにしている一方で、人々の生体リズムを後退させてい

ることが指摘されている。メラトニンは脳の松果体から分

泌されるホルモンで、その分泌は概日リズムを示す。また、

メラトニンは夜間の光曝露によって分泌が抑制されるこ

とや分泌リズム位相が後退することが分かっている。しか

し、実生活における光曝露がメラトニン分泌にどのような

影響を及ぼしているかについてはよく分かっていない。そ

こで、本研究では家庭照明がメラトニン分泌や睡眠に及ぼ

す影響を明らかにすることを目的とした。具体的には、家

庭照明によるメラトニン分泌抑制について、家庭照明が概

日リズムに対して及ぼしている影響について、家庭照明が

睡眠に対して及ぼしている影響についての３点を調査す

ることを目的とした。 

2.第一実験：大人や子どもにおける調査 

方法 

実験は、健康な小学生 21名（平均年齢 9.6±1.4歳，男

性 8 名，女性 15 名）と、小学生を子に持つ健康な親 17

名（平均年齢 41.7±5.0歳，男性 3名，女性 14名）を対

象とした。これ以降、小学生の親を大人、小学生を子ども

と表記する。測定項目は、①唾液中メラトニン濃度、②睡

眠に関する質問紙、③家庭照明（照度，色温度）とした。

光条件は薄暗い部屋（以下 Dim）と実際の家庭（以下 Home）

の２条件とした。光によるメラトニン抑制の指標として

DIM 条件時と HOME 条件時の唾液中メラトニン濃度の比較

を行い、概日リズムの指標として Dim条件におけるメラト

ニン分泌開始時刻（Dim Light Melatonin Onset，以下 DLMO）

を用いた。 

結果と考察 

 Dim 条件と Home 条件の唾液中メラトニン濃度を比較し

たところ、大人ではどのポイントにおいても有意差は確認

されなかったが、子どもでは就寝時刻においてメラトニン

が有意に抑制されていた（p<0.01）。この結果より、大人

よりも光に対して敏感な子どもは家庭照明での光曝露で

もメラトニンが抑制されていることが明らかになった。 

 家庭照明の測定値と DLMOの相関を調べたところ、大人

と子どもにおいて色温度との間に有意な正の相関が確認

された（色温度：大人 r=0.775, p<0.01,子ども 

r=0.574 ,p<0.01）。この結果は、高色温度照明（低色温度

の照明に比べ短波長光を多く含む）の使用が概日リズムの

後退につながる可能性を示唆している。 

家庭照明の測定値と睡眠に関する時刻のパラメータと

の相関を調べたところ、子どもでは照度と起床時刻（照

度:r=0.580 ,p<0.01）、就寝時刻（照度:r=0.485, p<0.05，）、

睡眠中央時刻（照度:r=0.645, p<0.01）との間に有意な正

の相関が確認された。この結果より、子どもは睡眠パター

ンにも家庭照明の影響を受けている可能性が示唆された。 

3.第二実験：大学生における調査 

方法 

実験は、健康な大学生 21名（21.8±1.5歳，男性 5名，

女性 16名）を対象に行った。測定項目や方法は第一実験

とほぼ同様であった。 

結果と考察 

Dim 条件と Home 条件の就寝時の唾液中メラトニン濃度

を比較したところ、有意な抑制は確認されなかった。この

結果より、大学生は家庭照明による光曝露ではメラトニン

分泌が抑制されていないことが明らかとなった。 

家庭照明の測定値と DLMOの相関を調べたところ、大学

生においては、どの家庭照明の測定値も DLMOとの相関は

確認されなかった。この結果は子どもや大人とは異なる結

果であった。この違いの原因としては、大学生は照明環境

に関わらず全体的に概日リズムが後退していることが考

えられる。 

家庭照明の測定値と睡眠に関する時刻のパラメータと

の相関を調べたところ、色温度と睡眠時間との間に有意な

正の相関が確認された（r=0.538, p<0.05）。しかし、他の

パラメータとは有意な相関が確認されておらず、家庭照明

の色温度の違いが睡眠パターンへ影響を与えているとは

考えにくい。 

4.まとめ 

本研究により、家庭照明が特に子どものメラトニン分泌

に影響を与えていることが分かった。子どもにとって睡眠

は休息だけではなく、記憶の定着、身体の成長などとも関

わりがあり、健やかな成長には欠かせないものである。し

たがって、家庭照明による光曝露が子どもの概日リズムや

睡眠に対して好ましくない影響を与えているという現状

には問題がある。もちろん、夜間の照明環境が成人の概日

リズムや睡眠に与える影響についても軽視すべきでは無

いが、成人よりも光に対して敏感でかつ概日リズムが睡眠

パターンに反映されやすい子どもにおいては、家庭照明の

みに限らず、夜間の照明環境に対してより一層の配慮をす

るべきであると考える。 

家庭照明と生体リズムの関係 ～光感受性の違いがメラトニン分泌に及ぼす影響～ 

The Relationship between Domestic Light and Circadian Rhythm ~The Effect of Differences of Light Sensitivity on Melatonin Secretion~ 
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1.	 はじめに	 

	 今まで、訓練時間以外の入院生活の過ごし方について、

リハビリの視点から注目した研究は少ない。本研究は、回

復期リハビリ病棟において、入院患者の日中の訓練時間以

外の活動状況を明らかにし、離床状況とリハビリ効果の関

連について明らかにすること及び、脳卒中患者の夜間の睡

眠とリハビリ効果の関連について明らかにすることを目

的とした。	 

	 

２.	 第一実験：回復期リハビリ病棟入院患者におけ

る離床状況の観察調査	 

	 回復期リハビリ病棟入院患者の日中の離床及び活動状

況について観察調査を行い、身体活動量とリハビリ効果の

関連性について検討することとした。	 

	 対象は、福岡市に所在する病院の入院患者98名（男性

50名、女性48名、年齢:71.3±11.6 歳）。午前9時から午

後5時まで15分間隔で離床状況を観察調査した。年齢、

性別、入院日数、入院時及び退院時FIMを病院データベー

スより抽出し、FIM効率を算出した。離床状況、入院時FIM、

FIM効率のそれぞれの関連性を検討するために、Pearson

の積率相関係数及び偏相関係数を用いた。また、対象者を

離床数によって3群に分け、それぞれのFIM効率の差の検

定について一元配置分散分析を行い、多重比較には

Bonfferoni を用いた。有意水準は5%未満とした。	 

	 離床状況は、不在数が平均17.1±5.7回、離床数が平均

7.0±5.3回、臥床数が平均8.4±6.5回であった。離床中

は、活動時間が73%、社会的交流の時間が25%であった。

入院時FIMと離床数に、有意な正の相関があった(r=0.54)。

臥床数には有意な負の相関があり(r=-0.45)、不在数には

有意な相関はなかった(r=0.05)。離床数、FIM効率、入院

時FIMの 3変数間に有意な正の相関があったが、偏相関係

数を求めた結果、離床数とFIM効率のみに有意な正の相関

を認めた(r=0.34)。また、離床数により分けた3群間で、

FIM効率の差を検定した結果、離床回数11回以上の群が、

他2群より有意にFIM効率が高かった。これらより、回復

期において離床がリハビリ効果を高める可能性を示唆し

た。	 

	 

３．第二実験：回復期リハビリ病棟における脳卒中

患者の夜間の睡眠とリハビリ効果の関連についての

研究 
	 回復期リハビリ病棟に入院する初発の脳卒中片麻痺患

者の夜間の睡眠パターンについて、携帯式行動量測定装置

を用いて計測し、リハビリ効果との関連について検討する

こととした。	 

	 対象は、回復期リハビリ病棟に入院した初発の脳卒中片

麻痺患者15名（男性11名、女性4名、年齢:60.3±11.7

歳）。対象者は、アクティウォッチを非麻痺側の前腕に1

日中、約1週間装着し、睡眠日誌を記載した。収集したデ

ータより、測定期間中の平均の実睡眠時間、中途覚醒時間、

睡眠効率を算出した。リハビリ効果の指標として、対象者

の入院時および退院時の FIM 合計点、FIM 運動項目合計

点、FIM 認知項目合計、FIM 利得、FIM 効率を算出した。

その他に1日平均実施個別単位数や、基本情報を病院デー

タベースより抽出した。また、ブルンストロームステージ

を測定した。睡眠とリハビリ効果の関連性を検討するため

に、Pearson の積率相関係数を用いた。また、リハビリ効

果については、従属変数をFIM効率とし、説明変数を年齢、

性別、ブルンストロームステージ、1日平均実施個別療法

単位数としたステップワイズ法による重回帰分析を行い、

有意水準は1%未満を有意とした。	 

	 対象者15名の睡眠指標の平均は、実睡眠時間が374.4

±53.5 分、中途覚醒時間が90.1±44.5 分、睡眠効率が

72.0±10.0 であった。リハビリ効果の指標の平均は、入

院日数が、106.0±43.2 日、退院時FIM合計点が115.53

±6.25、FIM利得は34.3±14.6、FIM効率は0.35±0.16

であった。睡眠指標とリハビリ効果の指標との関連につい

ては、実睡眠時間と退院時FIM運動項目合計点(r=.659)、

実睡眠時間とFIM効率(r=.703)、中途覚醒時間と入院日数

(r=.785)、睡眠効率と退院時FIM運動項目合計点(r=.723)

に有意な正の相関を認めた。従属変数をFIM効率とした重

回帰分析の結果、有効であった説明変数は実睡眠時間のみ

であり、寄与率は0.50、重回帰式は、y=0.002167×実睡

眠時間-0.46 であった。回復期リハビリ病棟入院中の脳卒

中患者の睡眠とリハビリ効果に関連が認められた。睡眠が

日々のリハビリ訓練の質や運動学習を通した運動機能回

復に重要な役割を果たしていることが示唆された。	 

	 

４．結論	 

	 回復期リハビリ病棟入院患者において、日中の離床や夜

間の睡眠がリハビリ効果と関連があることが分かった。因

果関係については、更なる研究が必要であるが、リハビリ

効果を高めるために、訓練内容だけでなく病棟での過ごし

方に注目する必要性が示された。	 

回復期における入院生活とリハビリテーション効果について: 夜間の睡眠と日
中の活動に注目して 
Relationship	 between	 effectiveness	 of	 rehabilitation,	 sleep	 and	 physical	 activities	 in	 hospitalized	 patient	 

2FS10005W	 林田健太	 HAYASHIDA Kenta 



1 背景	 

	 近年，中小企業庁の商店街実態調査報告書などでは商店

街は衰退傾向にあると述べられている．しかし，商店街は

地域にとってコミュニケーションの場や治安の悪化を防

ぐなどのために必要な存在である．そこで，商店街は衰退

対策事業の一つとして「商店街の外観統一」を行っており，

繁栄や空き店舗の減少に寄与する事業であることが商店

街実態調査報告書で述べられている．よって，外観を含む

景観は商店街にとって重要な役割を担っていると予想さ

れる．景観から受ける印象が，また訪れたいという気持ち

につながることもあるだろう．	 

2 目的	 

	 本研究では昼景と夜景，看板・広告の有無の比較を行う

ことで，商店街の景観において①自然光と比較して人工照

明がどのような印象の違いを与えているのか②看板・広告

が昼夜においてどのような印象を与えているかの観点か

ら，今後の商店街の景観づくりの在り方について考察する

ことを目的とする．	 

3 ケーススタディとなる下通商店街の概要	 

	 本研究で扱う事例の名称は下通商店街である．下通商店

街は熊本県熊本市の中心市街地に位置し，2009 年に 2 番

街と3番街，4番街で改修工事が行われ，アーチ状の全蓋

式アーケードが特徴的で県内でも大規模な商店街の一つ

である．改修に際して，デザインコンペティション形式を

採用し建築家や照明デザイナーなどが関わっている．昼と

夜の両方の景観に力を入れていると言えることから事例

として選択した．	 

【下通商店街の景観に関する概要】	 

	 本研究で扱う看板とは，店舗が出している突き出し看板

と移動式の看板を“看板”とする．また，本研究で扱う広

告とは，下通商店街の組合が設置している通りの天井に吊

り下げられている広告物を“広告”と呼ぶ．看板に関して

は，ネオン管を用いたものは無く，夜になると照明が内側

から看板を照らし，目立たせる内照式の看板が多用されて

いる．通りの照明は全て，オレンジ色などの色温度が低い

暖色系の照明で，天井の照明には点灯パターンがある青緑

色のLEDを用いた照明設計が施されている．	 

4 研究方法	 

	 ①資料収集②現地調査③ヒアリング調査④アンケート

調査（印象評価アンケート，記述式アンケート）⑤検証と

考察をした．	 

5 調査結果	 

	 資料収集やヒアリング調査では照明設計の手法や意図，

商店街の組合員の取り組みなどが明らかになった．現地調

査では印象評価に使用する写真を48枚撮影した．	 

5.1 アンケート調査	 
	 現地調査で撮影した写真から選定した画像を加工し，昼

夜8枚の画像を作成し，印象評価と記述式アンケートを行

った．	 

5.2 印象評価アンケートの結果	 
5.2.1 照明が影響する印象語	 

	 昼の景観の画像と夜の景観の画像から得られた印象語

の数値を比較することで，照明が影響する印象語を抽出し

た．また，看板と広告の有無による条件を変えて昼と夜の

画像の比較を行うことで，それぞれの条件下での照明が影

響する印象語を抽出した．その結果，「あたたかい」「柔ら

かい」「閉鎖的な」「さみしい」などの印象に影響している

こと，屋外広告物と比べ影響する印象の項目数が少ないこ

とが明らかになった．	 

5.2.2 看板と広告が影響する印象語	 
	 看板が影響する印象語について，看板がない画像と看板

がある画像の昼と夜それぞれを比較し，印象語を抽出した．

さらに，昼と夜にどのような印象語が共通しているかを抽

出した．また，同様に広告，看板と広告が影響する印象語

も抽出した．その結果，広告は昼夜において「閉鎖的な」

などの印象に影響している．看板は昼夜において「楽しい」

などの印象に影響している．看板と広告両方の場合は「立

体的な」「醜い」という印象に有意差があり，看板のみと

広告のみには有意差がないことなどが明らかになった．�	 

5.3 記述式アンケート	 
	 広告があることを理由として「通りたくない」としてい

ること，広告がないことを理由として「通りたい」と思っ

ていることが明らかになった．	 

6 まとめ	 

	 本研究では，商店街の景観の照明，看板，広告が影響す

る印象について明らかにした．	 

	 広告が「閉鎖的な」と印象を与えること，記述式アンケ

ートからの結果から天井を考慮した広告の付け方などを

設計の段階で考える必要があるのではないだろうか．	 

	 昼夜を通して印象語をみると看板と広告両方の場合は

「立体的な」「醜い」という印象に有意差がみられ，特徴

的と言える．看板のみと広告のみには「立体的な」「醜い」

という印象に有意差はなかったため，印象は足し算ではな

く関係性があることが明らかになった．	 運営に際しても，

景観構成要素の印象やその関係性を知ることが商店街の

発展の足がかりになればと考えている．	 

商店街の景観の印象に関する研究〜熊本県の下通商店街をケーススタディに〜 
A Study on the Impressions of the Landscape of the Shopping Streets 

〜Case Study on Shimotori Shopping Streets in Kumamoto Pref. , Japan〜 

2FS11031N	 平井智應	 HIRAI Tomotaka 
 



1.1 背景と目的 

大学空間には共有スペースはあるが、それらはす

べて別々の空間にあった。そのため教師と学生の

日常的関わりがほとんどない。以上のことから、

本研究は大学本来の目的を達成する為に、教員と

の関わり合いをもたらす空間の提案を核とし、学

習環境の改善方法も提案することを目的とする。 
1.2 調査対象地 対象者 

本研究は九州大学大橋キャンパス２号館が改修

工事が行われるということで、ケーススタディと

してここを対象地と設定した。	 

2.1 大学に対する調査の目的と内容 

提案とその後の本調査を行う上で必要な大学に

対する問題の抽出を目的とする。学生が教員とど

の程度の関わりを求めているのかを把握する為

に行う。質問内容は『教員との関わりについての

項目』、『大学空間についての項目』、『学習環

境についての項目』以上のことについてパーソナ

ルインタビューを行った。	 

2.2 結果からの考察 

多くの学生が教員に何かしらの接触を求めてい

るが、障害を感じているという事が導きだせた。	 

3.1 2 号館に対する調査の目的と内容 

提案、本調査を行う為に大学に在籍している学生

が、現状の大橋キャンパスにどのような魅力を感

じているか、どのような問題を抱いているのかを

探るため、マッピングデータ、図面、アンケート

一覧を用いたインタビューを行った。また大学に

対する調査で抽出した項目を５段階で評価した。	 

3.2 2 号館に対する調査の結果からの考察 

多くの学生が、汚い、暗い、使用したくない、教

員との関わりが生まれそうにない、などの負の要

素を示した。また数値化した結果も底評価であっ

た。以上の事から、この大橋キャンパスには問題

があると断定できる。注目したいのは、教員と顔

を合わせるきっかけを増やせる事、また研究室に

所属していない学生が教員もしくは既に所属し

ている学生から何らかの情報をえることができ

るようにすることが新しい提案には必要不可欠

と判断した。	 

4.1 提案の概要 

固定の居場所を作る事によって自身の環境を悪

化させるだけでなく、そこを核として周辺環境ま

で劣悪な環境へと変えて行く可能性がある。また、

新しい者への壁を作ってしまうという悪循環が

生まれる。空間としても、片側廊下に壁とドアと

いう環境が『暗い、近寄りたくない』などの負の

要素を生み出しているということがわかる。その

結果、教員だけでなく情報のやりとりも行われず、

学生同士の交流も生まれなくなっている。そこで、

空間の段階的なオープン化を提案する。提案内容

は、階層によってオープン度を調節し、使用度が

増えるににつれ、多方向からのアクセスを可能と

した型を用いる。	 

5.1 本調査の目的と内容 

新しい大学空間を提案する事によってどのよう

な心理の変化が起きるのかを調査するもの。空間

提案を行い、提案内容に対してどのような評価を

もっているのかを調査。マッピング資料及び写真、

図面を用いた現状の大橋キャンパスについて感

じる事を書き込んでもらい、その上でどのように

感じているのかをディスカッション。二つ目はパ

ーソナルディスカッションを行った上で大学に

対する調査で抽出した項目を５段階で評価した

アンケートに回答してもらう。	 

5.2 本調査の結果からの（考察） 

新規提案はこれからの大学の構造、そして学生が

求める大学のありかたにマッチしたことがわか

る。5 段階評価の全ての評価が現状の大橋キャン

パス 2 号館と比べると上昇している事がわかる。

全ての評価が上昇したことから、数値的にも問題

の改善、解決がなされたという事が言える。 

6 研究の総括 

これからの大学空間にはぜひ本研究のような空

間が多く作り出されていくことを願う。しかし本

提案が最善とは考えていない。今回の提案の問題

点として、教員が調査対象になっていなかったこ

と、また空間（環境）が意識と行動を決定する」

という仮説を実証し、共同性に向けたよりよき空

間づくりにつなげていくためには、理想的には思

考実験や模型実感のみならず、リアルな模擬空間

を用いた実験などが必要であることがあげられ

る。その他にも、それぞれの大学の構造も、特色

もあるだろう。ただそれらを組み込みながらこの

提案がひとつの空間オープン化の例として使わ

れればと強く願う。 

大学における学生と教員のかかわり合いをもたらす空間の提案 
九州大学大橋キャンパス 2号館をケーススタディとして  
Proposal of Space Bringing the Relation of a Student and the Professor in the University 
Kyushu University Ohashi campus Building No. 2 as a case study 

2FS10038T	 古川洋	 FURUKAWA Hiroshi 



研究背景・目的 

 日本では、空き家の数が増加の一途をたどっている。空

き家の増加は、周辺地域に悪影響を与えることが認識され

はじめており、今後、地域の問題として取り組んでいく必

要性がでてきている。空き家となった家屋への移住を希望

する U・Iターン者に向けて情報提供を行う空き家バンク

という取組みが行われているが、運営主体により様々なウ

ェブサイトの構成が見られることから利用しやすいウェ

ブサイトとそうでないウェブサイトが存在すると考えら

れる。本研究では、空き家バンクにおけるウェブサイトの

現状を把握し、利用者の評価と比較することで、問題点を

明らかにし、問題に対する改善点の提案と検証を行う。 

 

第 1章 

 空き家バンクにおけるウェブサイトがどのような条件

の基で作成されているかという背景について理解するた

めに空き家バンクの事業全体の内容について触れている。 

 

第 2章 

 全国の空き家バンクの中から、過去の成約数の多い 10

件、少ない10件の計20件のウェブサイトを比較すること

で、共通事項、差異について調査を行った。その結果、物

件一覧の形式に違いがあること (表 1)、物件を絞り込む

ための検索機能が成約数の多い空き家バンクにおけるウ

ェブサイトのみで掲載されているという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

第 3章 

 文献調査により、移住希望者のニーズについて考察を行

い、空き家バンクに求められている情報の分類と、掲載状

況(第2章で比較を行なった20件のウェブサイトを事例と

して)の調査を行なった。この結果、家屋の雰囲気、周辺

環境の様子といった項目の掲載が少なく、オーナー、コミ

ュニティに関する項目は掲載がないという結果となった。 

 又、現在の空き家バンクにおける問題点として、文献に

掲載されている否定的なコメントの原因について考察を

行い、現在の空き家バンクにおけるウェブサイトの問題点

として、 

 1.認知度の低さ 

 2.情報量の少なさ 

  (A 登録されている物件数、B 物件個々の情報量) 

 3.物件の比較のしづらさ 

  (A 空き家バンク内の比較、 B 空き家バンク間の比較) 

の 3点を挙げた。 

第 4章 

 改善策の一事例として、物件の比較に関する問題につい

て改善を行なうための物件一覧ページの構成について提

案を行った。提案では、個々のウェブサイトで閲覧と比較

を行いやすくすると共に、その方法が他の運営主体におい

ても同様に取り入れられ、空き家バンクにおけるウェブサ

イト間で統一が図れることに留意した。 

 

提案に向けた調査 

 現在の物件一覧では、運営主体の違いにより、5種類の

表示方法がとられていることから、今後統一を図るにあた

り、どの表示形式が利用しやすいのかを判断するために、

5名に対して、ユーザーテストとインタビュー調査を行い、

テストの結果から表形式1による表示を選択した。 

 

物件一覧ページに対する提案 

 最終提案は、1.地図上に空き家の所在地を表示したマッ

プの提示、2.columnfiltersを利用した物件一覧への検索

機能の提供、3.表形式1による物件一覧の表示の 3点につ

いて提案を行った。 

 

結果と考察 

提案を行った物件一覧と既存のウェブサイトを使用し、5

名に対して、ユーザテストとインタビューを実施し、結果

を比較することで提案を行った物件一覧への検証とした。 

・場所から物件を探す際には、地図上に空き家の所在地を   

 表示したマップの提示が有効である。 

・検索機能があることにより、比較対象を絞ることが出来 

 るので、条件に一致する物件間でのみ比較を行うことが 

 可能となり、比較を行う効率を高めることが出来る。 

・文字で記載された表形式は情報が狭い範囲にまとめられ 

 ており、最初に比較を行う対象の全体像がわかることで 

 利用者は安心して作業を進めることが出来る 

問題としては、1.物件一覧での物件の写真の扱い方、2.

地図上のアイコンからの詳細情報へのリンク、3.検索の際、

文字を入力する手間を取り除き、画面上での選択により操

作出来るよう改善を行う必要がある。 

空き家情報を提供することを目的としたウェブサイトにおける構成と利用者の評価に関する研究 
A Study on Structure and Users' Evaluation of the Websites which Provide Information About Vacant Houses 
 
2FS11033K 松本亮 MATSUMOTO Ryo 

表1.物件一覧の種類 

 



1. 序論 

・研究の背景	 

	 IT の急速かつ広範な普及に伴い E コマースを利用した
デジタルリテイリングは身近な物となった。その中におい

て書籍は、多様性、均一化された信頼性、デジタル化によ

るコスト低下というネット通販への高い適正を持つ事か

ら、多くのネット書店が勃興し、ネット書店最大手のアマ

ゾン・ジャパンが業績を伸ばす一方、デジタル化の波に飲

まれた多くの小型書店が倒産している。その書店の状況に

対し、出版取次会社の日販が顧客である書店を纏めて設立

したネット書店「honyaclub.com」は、資金力とブランド
力の乏しい小型書店がデジタルリテイリングに参入する

一つの方法を示した。上記の様に、小型書店のネット書店

参入が可能となり、ネットという新規の商業基盤の出現し

た現状を踏まえ、これからの書店のマーケティングはネッ

トとリアルの２つの購入経路を考慮したものである必要

がある。 
・研究の目的 
	 ネット上の流通経路から、リアル書店に消費者を呼び込

むマーケティングの一助となるべく、ネットとリアルの各

流通経路での購入プロセスによる消費者の分類と、分類さ

れた対象への、書店での購入を促す提案を目的とする。 
・論文構成	 

	 まず、様々な文献・統計資料から、出版業界の現状(2.1)、

リアル書店の動向(2.2)、インターネット通販の現状(2.3)、

ネット書店の動向(2.4)について調査し、書籍購買の実態

を探るための前調査(3 章)を行った。以上の調査により、

本研究における仮説(4 章)を設定し、前項目[研究の目的]

で記した、消費者の分類分けと、書店内購買を促す提案の

ための本調査を行い、結果を記している(5 章)。その後、

研究に対しての結論を述べ(6 章)、今後の課題と展望で結

ぶ(7章)。	 

・用語の定義および解説 
【ネット書店】：ネット通販を利用して書籍を販売する書店、

もしくは販売ルート。（アマゾン、紀伊国屋書店book web） 
【リアル書店】：実店舗により書籍を販売する書店、もし

くは書籍の販売ルート。(紀伊国屋書店) 
【ネット情報】：ネット利用可能機器において、インター

ネット上の企業や個人の各種サイト、SNS、メールマガ
ジンなどから得た情報。 
【リアル社会情報】：新聞、雑誌、知人の話、テレビ、ま

た書籍においては書店、図書館などから得た情報。 

2.  研究内容 

・書籍の購入経路における検索経路と新規経路の調査 
【調査概要】 
手法：アンケート調査（福岡/50名） 
対象：20~30代のリアル書店、ネット書店を併用する人 
目的：書籍の購入プロセスの把握、及び書店での購入を促	  
	 	 	 す提案への意見収集。 
【研究結果】 

[ 購入プロセスによる消費者の分類 ] 

リアル書店にて書籍を発見した場合の購入プロセス 
①リアル社会の情報を多数検索する層 
②ネット情報とリアル社会情報を少数ずつ検索する層 
③ネット情報とリアル社会情報を共に多数検索する層 
④ネット情報を多数検索する層 

ネット書店にて書籍を発見した場合の購入プロセス 
①リアル社会情報を少数、ネットのレビューを検索する層 
②ネット情報とリアル社会情報を少量ずつ検索する層 
③多数のネット情報を検索する層 
④ネット情報と少数のリアル社会情報を検索する層 
⑤少量のネット情報のみを検索する層 

	 	 	 	 	 	 	 	 （分類手法：クラスター分析） 
＊各因子の特徴については本稿(pp62-67) 

[ 書店での購入を促す案 -書店内ネット端末設置- ] 

ネット端末設置の印象調査結果 
-ネット端末の設置	 肯定派 66％ 
-ネット端末の形状	 固定型 40%、タブレット型 40％ 

対象顧客層の分類（上記の購入プロセス分類より） 
-ライトユーザー：①、②	 推奨端末形状：タブレット型 
-ヘビーユーザー：③、④	 推奨端末形状：固定型 

・結論	 

	 リアル書店とネット書店の併用者は、書籍の購入への関

心度により変化する情報収集行動で分類され、個々に異な

るマーケティングの必要性があるといえる。さらに、分類

した一部の層に対しては、店内ネット端末の設置が、リア

ル書店での購買行動を促すための一定の効果がある。 
・結語	 

	 本研究において、店内ネット端末の利用者の書店内購入

者数が最大となるための端末自由度の設定が今後の課題

である。また、今後の展望として、さらに正確に対象を分

類するため、リアル書店での購入プロセスとネット書店で

の購入プロセスの特徴を統合させていく必要がある。 

書籍の販売経路における購買要因、および購買プロセスについての研究	 

A Study of Shopping Facts and Shopping Process about a marketing route of Books. 
 
2FS10040Y	 水上郁太朗	 MIZUKAMI Ikutaro 



1.はじめに 

近年の IT技術の進歩により，コンピュータは生活に欠

かせないものとなっている．その一方でコンピュータの操

作は複雑化かつ多様化している現状がある．ユーザインタ

フェース(UI)の主流となっているグラフィカルユーザイ

ンタフェースは，事前に入力デバイスについて学習する必

要があり，全ての人にとってわかりやすい UIとは言えな

い．そこで，近年では，実体をもつデバイスに直接手で触

れて操作を行う方式のタンジブルユーザインタフェース

(TUI)が着目されている．TUI は，日常生活でものを触る

のと同じようにコンピュータを操作することができるた

め，直感的なわかりやすさを特徴としている．  

本研究では，TUIの構成を「入力デバイス」と「操作方

法」の 2つに分け，どの要素が操作者の脳活動に影響する

かを明らかにする．第一実験では，TUIの操作方法を一般

に普及しているインタフェースと比較した．第二実験では，

入力デバイスの情報量を変えて同様の実験を行った． 

2.第一実験：UIの操作方法による比較 

被験者は，健康な右利きの男子大学生 18名(22.1±1.57

歳)である．被験者は，3種類のインタフェース条件で，8

種類の美術作品(セーヴル磁器)の解説映像を順番通りに

画面に表示させる．条件は，1)磁器の小型模型の一つを掴

み，手元のセンサー台まで運ぶことで解説映像が表示され

る条件(タンジブル条件)，2)タッチパネルに磁器のアイコ

ンが表示されており，タッチすることで，解説映像が表示

される条件(タッチパネル条件)，3)キーボードの 1～8を

押す条件(キーボード条件)である．被験者には，一定間隔

で提示される音刺激に合わせて操作を行えるように十分

な練習を行ってもらった．また，安静時には十字の静止画

を注視させた．測定は，1 条件につき，安静状態の後に，

UI の操作を連続して 2 試行行い，試行中全ての脳波を計

測した．脳波の測定には 64chの脳波計を用い，周波数解

析(FFT)により，安静時と操作時のα波(8-13Hz)パワー値

の差を求め，変化量を算出し，10 部位に分けて分析を行

った．有意差検定には一元配置分散分析を行った後，対応

のある t検定を行った． 

安静時を基準としたタンジブル条件では，タッチパネル

条件とキーボード条件に比べ，α波パワー値が運動野に相

当する左右中心部で有意に抑制した．タッチパネル条件と

キーボード条件の操作は到達運動であるのに対し，タンジ

ブル条件の操作は到達運動と把握運動の 2 つの運動を含

んでいるため，一次運動野の活動を高めたと考えられる．

しかしながら，同じ到達運動であるタッチパネル条件とキ

ーボード条件間でも中心部の抑制の強さに違いが見られ

た．したがって，同じ動作でもデバイスの種類で脳活動が

変化する可能性が示唆された． 

3.第二実験：TUIの入力デバイスの検証 

被験者，解析方法は第一実験と同様である．インタフェ

ース条件は，1)第一実験のタンジブル条件と同様の模型条

件，2) 8つの番号が振られた円柱状の缶の一つを掴み，手元

のセンサー台まで運ぶことで解説映像が表示される条件(缶

条件)，非インタフェース条件として，3)円柱状の缶を使用す

るが，解説映像が表示されない条件(動作のみ条件)の合計 3

条件で実験を行った．  

模型条件と缶条件ではα波パワー値が安静時と比べて，

左右中心部で有意に抑制した．動作のみ条件では有意差が

みられなかったことから，解説映像の有無が関係すると思

われる．しかしながら，単純に視覚刺激に対する反応の違

いだけでは，中心部付近の有意差について説明することは

難しい．解説映像は自身の操作結果が視覚的にフィードバ

ックされたものと考えることができる．先行研究において

フィードバックが種類を問わず，パフォーマンスに影響を

与えることがわかっている．今回の結果は視覚的フィード

バックの有無が中心部脳波に影響した可能性がある． 

動作のみ条件を基準とした解析では，缶条件で，前頭部

から左中心部付近，さらに後頭部で強くα波パワー値が抑

制した．先行研究でも，慣れていない行為に対する前頭前

野の脳活動の活性化が報告されており，本研究は先行研究

を支持する結果となった．模型条件では，前頭部では有意

な差はみられなかった．詳細な模型を用いることにより，

わかりやすさが前頭部に反映された可能性がある．また，

模型条件では右中心部から後頭部にかけて有意なα波パ

ワー値の抑制が起こっている．この特徴的な脳活動は詳細

な模型を用いたことに起因するものであると考えられる． 

4.まとめ 

 操作方法に着目した第一実験から，TUIは，タッチパネ

ルやキーボードと比べ，中心部におけるα波パワー値が抑

制した．さらに，同じ操作方法でも UIの種類によって脳

活動に違いがみられた．入力デバイスに着目した第二実験

では，詳細な模型と円柱状の缶を用いて操作を行ったとこ

ろ，同じ脳活動の傾向が見られた．さらに，動作のみを行

った場合を基準にすると，円柱状の缶では，模型条件と比

べ，前頭部などの疑問や慣れていないときに活動する部位

が働いた．これらの結果は，単純動作ではなく，インタフ

ェース操作に対する脳活動が反映した結果と考えられ，UI

の生理的な評価に重要な意味をもつ可能性が示唆された． 

ユーザインタフェース操作時の脳活動に関する研究 

Study on Brain Activities during Operation of the User Interface 

2FS11007N 宮本  怜 MIYAMOTO Ryo 



1背景と目的 
 現在，全国各地で全ての家庭に向けた公的な子育て支援
事業が実施されている。これらの支援は，常に質や量の向
上を目指すと同時に効果的な事業周知を行う必要がある。
さらに支援を必要とする人に適切な情報が行き渡り，その
情報が活用しやすいものであるためには，情報内容の整理，
情報提供手段の吟味，各区の連携等の工夫が必要である。 
 福岡市では，平成21年度から各区役所で子育て支援課
が設置され，より住民に身近な子育て支援を各区役所の裁
量で行いやすくなり，地域の子育て情報の発行が区単位で
行われるようになった。しかし，どのような情報がどのよ
うな手段で保護者の手に届いているのか，市内全体の情報
提供の現状を把握することは出来ていない。 
 本研究では，福岡市の各区が発行する子育て支援に関わ
る資料が，現在どのように提供されているかを分析的に把
握するため，下記の3点を明らかにすることを目的とする。 
① 福岡市で提供されている子育て支援に関わる公的な資
料はどのようなものがあるか 

② 各区で提供されている子育て支援に関わる公的な資料
にはそれぞれでどのような違いや共通点があるか，ま
た各区の連携はとられているか 

③ 子育て支援に関わる公的な資料はどのように整理され，
提供されているか 

3 データの収集方法 
１）子育て支援に関わる公的な資料の収集 
 福岡市内7区全ての ①各家庭に定期的に配送されるも
の ②児童手当等の各種申請時に子育て支援課窓口で配布
されるもの ③乳幼児家庭全戸訪問事業において，民生委
員・児童委員が，新生児のいる家庭を訪問する際に提供さ
れるものに該当する資料を収集した。 
２）各区役所への聞き取り 
 各区の子育て支援課において「子育て支援課窓口や乳幼
児家庭全戸訪問事業で配布している資料の総体」「ニーズ
把握のための調査等の有無」などの聞き取りを行った。 

4 結果 
4.1 市内全域共通または各区独自の情報提供について 
 収集した資料は，全て合わせると30種類であった。ま
たこれらの資料は「市内全域共通」のものが16種類と「各
区独自」のものが14種類あることがわかった。「各区独
自」のものの中には，比較的独自性が高いと判断したもの
が12種類，比較的共通性が高いと判断したものは2種類
であった。また，各区役所内の子育て支援課への聞き取り
の結果，いずれも情報提供を行ううえでの各区間の連携に
ついては，現在，取り組んでいないという回答が得られた。 
 これらのことから，現在は区がそれぞれの裁量で市民に

身近な子育て支援を行っており，各区で提供される情報の
種類や内容，量，媒体形式等は多様であることがわかった。 
4.2 資料の内容分析 
 収集した資料の特徴を把握するため，「情報の更新頻度
と情報内容の範囲」という視点を用いて，今回収集した全
ての資料を以下の4つのカテゴリーに分類した。 
① 比較的新しく広域で全体的な情報  
② 比較的変化が少なく広域で全体的な情報 
③ 比較的変化が少なく狭域で身近な情報 
④ 比較的新しく狭域で身近な情報 
 分類の結果，福岡市の子育て支援に関わる情報提供は，
②と③のカテゴリーに偏っていた。これは，福岡市で現在
提供される情報の更新頻度や情報内容の範囲に偏りが生
まれている状況を示唆している。 
4.3 3 つの区の情報提供に関する特徴の考察 
 本研究の調査や資料の整理から明らかになったことを
踏まえ，東区・早良区・中央区の3つの提供主体の情報
提供方法に関する考察をした結果，提供されている資料の
更新頻度や情報内容の範囲については，人口構成や区の持
つ特徴と関わりが深いことが推察された。 

5今後の情報提供における工夫の可能性 
 「情報の更新頻度と情報内容の範囲」という視点を利用
し，今回対象とした福岡市の各区が比較的取り組みやすい
情報提供の工夫の可能性を下記に５点挙げる。 
◯区内の他所管課が提供する情報を把握する 
◯他区が提供する情報を把握する 
◯重複している情報を整理する 
◯不足している情報を補う 
◯既存の情報を活かす資料の提供を検討する 

6活用しやすい情報の提供を目指すために 
 本研究では「情報を提供する範囲を見極め，内容に応じ
た適切な頻度を設定することで，情報を必要とする人に効
果的に届ける」ことの重要性が明らかになった。このこと
を踏まえ，提供主体が取り組んでいくための工夫の余地を
少なからず見出すことができた。把握した区内の他所管課
や他区の独自の取り組み等を活かしながら，提供主体や媒
体の連携を行う等の工夫をすることで，保護者にとって内
容の理解や判断を支える上で充実した情報提供にしてい
くことが重要だと考える。 
 本研究の課題としては，保護者への情報提供に関するニ
ーズの調査を行えていないことが挙げられる。より活用し
やすい情報の提供を目指すためには，そのニーズを踏まえ，
様々な情報提供の内容や手段を考え，工夫した情報を実際
に保護者に活用してもらい，フィードバックを得るという
試行を重ねていく必要がある。 

福岡市における子育て支援の公的情報提供に関する研究  
～利用者にとって活用しやすい情報の提供を目指して～ 
Informing the Public about Child Care Support in Fukuoka City : Toward Offering an Easy to Use Information  

2FS11015N	 山下 舞	 YAMASHITA Mai 
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【問題意識・目的】 

本研究では今も盛んに行われている物語を生の声で語

る活動に着目し、なぜ人びと（子ども）は物語を聴きたが

るのかその社会的、文化的要因を明らかにしたいと考えた。

これらの行為や「場」では、生の声が主な伝達媒体として

用いられるという特徴がある。しかし多くの場合、「読書

支援」が目的として掲げられ、あたかも読書への移行段階

であるかのように扱われている。文字テキストをあえて声

に変換するという過程を経ているにもかかわらず、声その

ものや物語るという行為、「場」についての検討が十分に

なされていないのである。こうした問題意識から現代にお

ける物語る「場」としての「おはなし会」を事例に、物語

る「場」と声の魅力について考察することとした。 

 

【研究方法】 

①文献研究：民俗学や人類学を中心とした声の文化・物語

る活動の伝統的な文化に関する文献、読みきかせ・「お

はなし会」の方法論についてのマニュアルや育児雑誌等。 

②参与観察：福岡市・糸島市での「おはなし会」を対象。 

 

【論文概要】 

第１章では物語る行為や「場」について定義し、これら

の行為や「場」と「声の文化」との関係性を明らかにした。 

物語る行為の重要な要素は以下の点である。 

①声を主たる伝達媒体とする。 

②未体験・未経験の物語を他者に伝える行為である。 

③対面的な状況・空間で行われる。 

④パフォーマンス性を持つ。 

この物語る行為や「場」のメディアとしての位置づけを、

吉見（1996）のメディアの類型構造を参考に考察した。

コンテンツとしての物語が文字で表現されたものである

という点で「活字的」である。一方、生の声を主な伝達媒

体とし、語り手と聴き手が同じ時間と空間を共有した「場」

でのみ成立するという点で「口承的」であるといえる。す

なわち物語る「場」は「活字」と「口承」の重なる部分に

位置すると考えられる。 

第２章では、複数の伝統的な物語る「場」の構造につい

て整理し、それらが現代の物語る「場」へと引き継がれて

いく過程から、その文化的連続性について考察した。 

伝統的な物語る「場」として、囲炉裏端の語りと口演童

話、ストーリーテリングおよび、日本独特の活動である街

頭紙芝居を例に挙げ、その「場」の構造と特徴を明らかに

した。そしてそうした伝統のもとに現代の物語る行為や

「場」が形成されたことを指摘した。現代の物語る「場」

は、囲炉裏端の語りを含む「村の語り」から、文字で書か

れた物語を覚えて語るという「都市の語り」へと変化した

と言われる。また、現代の物語る「場」の特徴として、絵

本を使用した「読みきかせ」の普及や、読書支援という目

的の推進が図られることから、文字への依存がさらに高ま

っていることが挙げられる。また、その「場」の構成や語

る方法がマニュアル化し、「あるべき正しい語り」を求め

るようになっていることも挙げられる。 

第３章では、福岡市内を中心とした「おはなし会」を事

例に、語り手と聴き手のやりとりを中心に声のはたらきに

ついて考察した。「おはなし会」は聴き手となる参加者の

年齢や人数に幅があり、読み手と聴き手、または聴き手同

士に面識があるとは限らない不特定性の強い「場」である。

特に、そこで見られた、発声や身体動作による「やりとり」

から、一体感・経験の共有の過程を明らかにした。 

第４章では全体のまとめとして、物語る「場」と声の魅

力について考察した。まず、以下の３点を要素として、物

語る「場」の魅力が成り立つと考えられる。①語り手と聴

き手の協働性、②パフォーマンス性、③一回的なゆらぎで

ある。さらに、声の魅力とは、すぐに消失するという儚さ

と状況に依存した一回性によって生み出されると考えた。

物語る行為や「場」において感じられる魅力は、文字の文

化である書かれた物語に支えられた面白さと、その「場」

に包まれた語り手の演戯性、聴き手の反応や相互のやりと

りなど、即興の面白さを兼ね備えたものであることが明ら

かになった。 
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